
 

一 

桑
名
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵

『
天
保
十
一
年
御
上
京
一
件
』
翻
刻
と
解
説
（
二
）

 

岡　

田　

美　

穂　

 

飛　

石　

眞
理
子　

は
じ
め
に

　　

桑
名
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
一
年
御
上
京
一
件
』（
以
下
、『
御
上
京
一
件
』
と
す
る
）
は
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
、

統
仁
親
王
（
後
の
孝
明
天
皇
）
の
立
坊
の
祝
い
に
幕
府
の
名
代
と
し
て
桑
名
藩
主
松
平
定
和
が
上
京
し
た
際
の
桑
名
藩
内
の
記
録
を
ま

と
め
た
史
料
で
あ
る
。

　

前
号
中
京
大
学
図
書
館
学
紀
要
第
36
号
に
二
十
二
丁
裏
ま
で
を
翻
刻
し
た（

1
）。

今
回
は
墨
付
全
六
十
二
丁
の
う
ち
二
十
三
丁
表
か
ら

四
十
四
丁
表
ま
で
を
翻
刻
す
る
。
な
お
、
前
号
に
『
御
上
京
一
件
』
の
体
裁
お
よ
び
概
要
を
掲
載
し
た
の
で
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
史
料
は
天
保
十
年
十
一
月
に
藩
主
定
和
が
江
戸
に
お
い
て
名
代
の
命
を
受
け
た
旨
の
桑
名
へ
の
知
ら
せ
か
ら
は
じ
ま
り
、
桑
名
藩

藩
士
達
の
事
後
処
理
に
至
る
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
記
事
構
成
は
終
始
一
貫
し
た
回
顧
記
録
で
は
な
く
、
藩
士
達
へ
の
指
示
や
通
達
に
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二 

か
か
わ
る
書
状
や
申
達
文
、
御
触
な
ど
の
一
部
を
書
き
写
し
留
め
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の
記
事
に
は
表
題
が
な
く
、
書
状

等
も
抜
粋
の
形
で
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。

　

本
稿
で
は
、今
回
収
録
の
記
事
の
う
ち
か
ら
江
戸
京
都
間
の
旅
程
に
関
わ
る
記
事
を
と
り
あ
げ
、資
料
の
性
格
を
考
察
し
な
が
ら
『
御

上
京
一
件
』
か
ら
判
明
す
る
事
柄
と
そ
の
限
界
を
探
る
こ
と
で
解
説
と
し
た
い
。

一

　

一
行
の
上
京
に
関
し
て
は
『
御
上
京
一
件
』
に
四
月
十
八
日
の
到
着
と
そ
の
後
三
度
の
参
内
日
が
記
さ
れ
、
こ
れ
が
『
禁
裏
御
所
御

用
日
記
』
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
を
前
稿
で
述
べ
た（

2
）。

一
方
、
江
戸
出
発
日
に
関
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
御
上
京
一
件
』
で
は
、

三
月
二
十
六
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
事
が
度
々
記
さ
れ
る（

3
）。

と
こ
ろ
が
、
他
の
文
献
で
出
発
日
の
確
認
を
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
。

藩
主
定
和
は
当
時
溜
間
詰
と
し
て
江
戸
勤
め
を
し
て
い
た
た
め
、『
続
徳
川
実
紀
』
に
よ
っ
て
出
発
以
前
の
江
戸
で
の
動
向
の
一
端
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
続
徳
川
実
紀
』
で
は
出
発
日
の
確
認
は
で
き
な
い
。
天
保
十
一
年
三
月
十
五
日
条
に
「
立
坊
に
よ
り
松
平

越
中
守
京
へ
の
御
使
命
ぜ
ら
れ
。
い
と
ま
下
さ
る
。」
と
記
さ
れ
る
。
松
平
越
中
守
は
定
和
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
上
京
に
関

す
る
出
発
前
最
後
の
記
事
で
あ
る（

4
）。

ま
た
、
藩
主
定
和
の
今
回
の
名
代
任
務
の
記
録
で
あ
る
『
京
都
御
使
勤
書（

5
）』

で
は
、
三
月
二
十
三

日
条
に御

進
献
之
御
品
為
請
取
今
日
致
登　

城
旨
昨
日
申
成
候
間
五
ツ
半
時
過
出
発

と
あ
り
、
京
都
へ
持
参
す
る
御
進
献
の
品
を
受
け
取
る
た
め
に
三
月
二
十
三
日
に
江
戸
城
に
登
城
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
続
徳

川
実
記
』
の
三
月
十
五
日
の
暇
の
後
、
三
月
二
十
三
日
ま
で
江
戸
に
留
ま
っ
て
い
た
事
が
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
が
、
出
発
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三 

日
は
記
さ
れ
な
い
。『
御
上
京
一
件
』
は
藩
士
の
動
向
の
み
な
ら
ず
、
御
名
代
と
し
て
の
定
和
の
動
向
を
究
明
す
る
に
あ
た
っ
て
も
大

変
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
、
旅
程
に
関
わ
っ
て
三
十
二
丁
裏
か
ら
三
十
三
丁
表
に
か
け
て
の
記
事
に
注
目
し
た
い
。

　 100 　
　
　
　
　

御
休
泊
左
之
通

　
　
三
月
廿
六
日
江
戸
御
発
駕

川
崎　
　

御
置　
　
　

戸
塚　
　

御
泊

大
磯　
　

御
置　
　
　

小
田
原　

御
泊

箱
根　
　

御
置　
　
　

沼
津　
　

御
泊

吉
原　
　

御
置　
　
　

興
津　
　

御
泊

府
中　
　

御
置　
　
　

藤
枝　
　

御
泊

金
谷　
　

御
置　
　
　

袋
井　
　

御
泊

浜
松　
　

御
置　
　
　

白
須
賀　

御
泊

赤
坂　
　

御
置　
　
　

岡
崎　
　

御
泊

池
鯉
鮒　

御
置　
　
　

宮
御
泊　

御
泊

　
　

御
着
城

四
日
市　

御
泊　
　
　

亀
山　
　

御
置　
　
　

坂
ノ
下　

御
泊　
　
　

水
口　
　

御
置

石
部　
　

御
泊　
　
　

草
津　
　

御
置

大
津　
　

御
泊　
　
　

京
都
御
着

　
　

御
帰
府
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
津

　
　
　
　
　
　
　
　

泊
御
休　

水
口

大
津　
　

御
置　
　
　

石
部　

御
泊

大
津　
　

御
置　
　
　

石
部　

御
泊　
　
　
　
　

土
山　
　

御
置　
　
　

関　
　
　

御
泊

石
薬
師　

御
置　
　
　

四
日
市　

御
泊

　
　

御
入
城
御
一
宿

宮　
　
　

御
泊

　
岡
崎　
　

御
泊

池
鯉
鮒　

御
置

白
須
賀　

御
泊　
　
　

赤
坂　
　

御
置

袋
井　
　

御
泊
／　
　

濵
松　
　

御
置

　
　
同
御
泊　
　
　
　

大
井
川
出
水
ニ
付



 

四 

こ
の
記
事
（
始
ま
り
の
「
御
休
泊
左
之
通
」
と
い
う
言
葉
を
借
り
て
、
以
下
「
御
休
泊
一
覧
」
と
す
る
）
は
『
御
上
京
一
件
』
で
往
路

の
行
程
や
宿
泊
に
関
す
る
全
体
像
を
記
し
て
い
る
唯
一
の
記
事
で
あ
る
。
以
下
、
御
休
泊
一
覧
の
資
料
と
し
て
の
性
質
を
考
え
て
み
た

い
。
こ
の
記
事
は
い
つ
頃
作
成
さ
れ
た
、
ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
御
休
泊
一
覧
の
前
後
の
記
事
を
確
認
す
る
。
御
休
泊
一
覧
の
直
後
に
置
か
れ
る
記
事
は
、
桑
名
で
江
戸
か
ら
の
一
行
を
迎
え
る

者
に
向
け
て
の
記
事
で
、
一
行
が
「
去
月
廿
六
日
」
江
戸
を
無
事
出
発
し
た
た
め
「
御
歓
帳
」
を
付
け
る
よ
う
に
通
達
し
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
記
事
の
後
は
、
し
ば
ら
く
江
戸
お
よ
び
京
都
か
ら
の
一
行
を
桑
名
で
出
迎
え
る
人
々
へ
の
通
達
に
関
す
る
記
事
が
続

き
、
ま
た
そ
の
後
京
都
へ
の
行
列
に
参
加
す
る
者
の
準
備
に
関
す
る
通
達
へ
と
戻
る
。

　

御
休
泊
一
覧
の
直
前
の
記
事
は
、
人
足
と
馬
の
手
配
に
つ
い
て
各
宿
駅
へ
出
す
廻
状
の
指
示
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
桑
名
間
、
四
日
市
大
津
間
の
二
種
類
が
あ
り
、
江
戸
桑
名
間
の
記
事
は
三
月
二
十
四
日
の
日
付
で
あ
る
た
め
、
江
戸
出
発
予
定
日

の
二
日
前
に
発
せ
ら
れ
各
宿
場
へ
廻
す
た
め
の
原
稿
ま
た
は
控
え
、
四
日
市
大
津
間
の
も
の
は
四
月
十
三
日
の
日
付
が
あ
り
、「
十
四

日
桑
名
発
駕
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
江
戸
か
ら
桑
名
に
到
着
し
た
後
、
京
へ
向
け
て
出
発
す
る
一
日
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
通
常
、

本
陣
で
の
宿
泊
や
人
足
・
馬
の
手
配
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
「
先
触
」
を
出
す
が
、
宿
駅
や
問
屋
場
に
個
別
に
問
い
合
わ
せ
る
の
で
は

な
く
、「
廻
状
」
と
し
て
各
宿
駅
に
順
次
回
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
る（

6
）。

直
前
の
記
事
の
宛
先
は
「
右
宿
々
川
口
屋
中
」
と
な
っ
て

お
り
各
宿
駅
の
問
屋
場
へ
宛
て
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
御
休
泊
一
覧
の
文
面
も
、各
宿
駅
に
つ
い
て
「
御
泊
」
と
「
御
休
」
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藤
枝　
　

御
泊　
　

／
金
谷　
　

御
置

興
津　
　

御
泊　
　
　

吉
原　
　

御
置

沼
津　
　

御
泊　
　
　

箱
根　
　

御
置

小
田
原　

御
泊　
　
　

大
磯　
　

御
置

藤
沢　
　

御
泊　
　
　

神
奈
川　

御
置

品
川　
　

御
泊　

　
　

御
着
府

　
　

以
上



 

五 

で
は
な
く
、「
御
泊
」
と
「
御
置
」
と
表
記
し
て
お
り
、
直
前
の
記
事
と
一
続
き
の
記
事
で
あ
る
事
を
思
わ
せ
る（

7
）。

　

以
下
、
御
休
泊
一
覧
の
記
述
内
容
を
検
討
す
る
。
最
初
に
、
往
路
の
江
戸
京
都
間
の
う
ち
江
戸
か
ら
桑
名
に
至
る
ま
で
の
記
事
に
注

目
し
、
江
戸
桑
名
間
に
費
や
し
た
日
数
と
記
述
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
出
発
日
は
三
月
二
十
六
日
で
あ
る
。
で
は
桑
名
到
着
日
は
い
つ
で
あ
っ
た
か
。『
御
上
京
一
件
』
に
は
、

四
十
四
丁
表
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

一
京
都
為　

御
使
三
月
廿
六
日
卯
ノ
刻
／
御
発
駕
四
月
六
日
御
着
城
之
処
／
御
道
中
川
支
ニ

而
四
月
十
日
八
ツ
下
／
御
着
城
被
遊

候
事

記
事
に
よ
る
と
、
到
着
日
は
四
月
十
日
で
、
三
月
二
十
六
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
四
月
六
日
に
桑
名
へ
到
着
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
途

中
、
川
支
の
た
め
四
日
遅
れ
て
四
月
十
日
に
到
着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
桑
名
藩
の
下
級
武
士
の
日
記
で
あ
る
『
桑
名
日
記
』
に
も
桑

名
で
待
つ
藩
士
の
立
場
か
ら
こ
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
天
保
十
一
年
四
月
五
日
条
に（

8
）、

と
の
様
明
六
日
御
ち
や
く
の
御
つ
も
り
の
と
こ
ろ
と
ん
と
御
様
子
し
れ
ず
そ
れ
ゆ
へ
と
の
様
の
御
出
な
さ
る
と
こ
ろ
ま
で
御
ひ
き

や
く
二
人
立
つ
た
げ
な
。

と
あ
り
、
桑
名
藩
の
藩
士
達
に
は
四
月
六
日
桑
名
到
着
予
定
と
連
絡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

9
）。

ま
た
同
書
四
月
十
日
記
事
に
、

川
口
へ
御
ち
や
く
は
い
け
ん
ニ
ゆ
く
。
九
ツ
半
す
ぎ
ご
ろ
御
ち
や
く
な
り
。
御
ほ
ん
ち
ん
ニ
て
御
て
ま
が
と
れ
御
し
ろ
へ
ハ
八
ツ

す
ぎ
ご
ろ
御
入
な
り
。

と
あ
り
、
六
日
到
着
予
定
が
四
日
遅
れ
の
十
日
到
着
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。『
御
上
京
一
件
』
と
『
桑
名
日
記
』
と
で
一
致
し

て
お
り
、
三
月
二
十
六
日
発
四
月
六
日
桑
名
着
の
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
、
四
日
遅
れ
の
四
月
十
日
に
到
着
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
（
以
下
、
こ
の
桑
名
で
周
知
さ
れ
て
い
た
三
月
二
十
六
日
発
四
月
六
日
の
旅
程
を
「
桑
名
連
絡
旅
程
」
と
す
る
）。
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六 

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、次
に
、御
休
泊
一
覧
の
示
す
「
御
泊
」
と
桑
名
連
絡
旅
程
、実
際
の
日
数
と
の
関
係
を
考
え
る
。
伊
勢
内
宮
暦
（
伊

勢
暦
）
に
よ
れ
ば
天
保
十
一
年
三
月
は
小
の
月
で
二
十
九
日
ま
で
し
か
な
い
た
め）

10
（

、
三
月
二
十
六
日
出
発
四
月
六
日
到
着
と
考
え
た
場

合
九
泊
十
日
の
日
程
と
な
る）

11
（

。
御
休
泊
一
覧
で
「
御
泊
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
宿
駅
は
、
戸
塚
、
小
田
原
、
沼
津
、
興
津
、
藤
枝
、
袋

井
、
白
須
賀
、
岡
崎
、
宮
の
九
箇
所
で
あ
る
の
で
、
九
泊
で
あ
れ
ば
各
一
泊
ず
つ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仮
に
日
付
を
宛
て

る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。
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戸
塚　
　

御
泊　
　

一
日
目
（
三
月
二
十
六
日
）

小
田
原　

御
泊　
　

二
日
目
（
三
月
二
十
七
日
）

沼
津　
　

御
泊　
　

三
日
目
（
三
月
二
十
八
日
）

興
津　
　

御
泊　
　

四
日
目
（
三
月
二
十
九
日
）

藤
枝　
　

御
泊　
　

五
日
目
（
四
月
一
日
）

袋
井　
　

御
泊　
　

六
日
目
（
四
月
二
日
）

白
須
賀　

御
泊　
　

七
日
目
（
四
月
三
日
）

岡
崎　
　

御
泊　
　

八
日
目
（
四
月
四
日
）

宮　
　
　

御
泊　
　

九
日
目
（
四
月
五
日
）

桑
名
御
着
城　
　
　

十
日
目
（
四
月
六
日
）

　

と
こ
ろ
で
、御
休
泊
一
覧
は
「
宮
」
の
「
御
泊
」
を
二
度
記
述
し
て
い
る
が
、こ
の
旅
程
で
宮
に
二
泊
と
す
る
と
十
泊
十
一
日
か
か
り
、

九
泊
十
日
の
桑
名
連
絡
旅
程
と
合
致
し
な
い
。
で
は
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
「
実
際
に
」
宮
に
二
泊
し
た
と
い
う
事
を
示
そ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
実
際
の
旅
程
で
宮
に
二
泊
し
た
可
能
性
は
低
い
。『
桑
名
日
記
』
四
月
十
日
条
と
、
二
川

宿
の
『
御
休
泊
記
録
』
か
ら
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
二
川
宿
は
白
須
賀
宿
の
次
の
宿
で
御
休
泊
一
覧
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
定
和

一
行
は
四
月
八
日
そ
の
二
川
宿
で
小
休
を
し
て
い
る
。
二
川
宿
本
陣
宿
帳
『
御
休
泊
記
録
』「
ま
」
の
部
天
保
十
一
年
子
四
月
八
日
の

記
録
に
よ
る
と）

12
（

京
都
御
名
代

一
桑
名
侍
従
様　

白
須
賀



 

七 

　
　
　
　
　
　
　

岡
サ
キ

　

御
小
休
料
金
弐
百
疋

と
あ
る
。
四
月
八
日
に
白
須
賀
宿
を
出
発
し
二
川
宿
に
て
小
休
、
そ
の
後
岡
崎
宿
に
宿
泊
予
定
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。『
桑
名

日
記
』
四
月
十
日
条
に
よ
っ
て
桑
名
到
着
が
四
月
十
日
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
た
め
、
二
川
か
ら
桑
名
ま
で
は
二
泊
三
日
の
行

程
と
確
定
す
る
。
四
月
八
日
に
岡
崎
泊
、
十
日
に
は
桑
名
到
着
で
あ
る
か
ら
、
宮
に
二
泊
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
宮
は
四
月
九
日
に
一

泊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
桑
名
連
絡
旅
程
で
も
実
際
の
旅
程
で
も
宮
に
二
泊
し
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
こ
と
が
わ

か
る
。
宮
の
「
御
泊
」
の
二
度
書
き
に
つ
い
て
は
、
間
違
っ
て
二
度
記
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
桑
名
連
絡
旅
程
段
階
以
前
に
宮
で
二
泊
す

る
計
画
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
御
休
泊
一
覧
は
廻
状
関
連
資
料
と
思
わ
れ
、
少
な
く
と
も
江
戸
桑
名
間
の
記
録
は
結
果
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
く
予
定
段

階
の
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

往
路
の
桑
名
京
都
間
に
つ
い
て
は
御
休
泊
一
覧
と
実
際
に
か
か
っ
た
日
数
と
の
隔
た
り
は
見
ら
れ
な
い
。
御
休
泊
一
覧
の
旅
程
は
桑

名
京
都
間
を
四
泊
五
日
の
行
程
と
し
、
宿
泊
地
を
四
日
市
、
坂
ノ
下
、
石
部
、
大
津
と
し
て
い
る
。
桑
名
出
発
日
に
つ
い
て
は
、『
御

上
京
一
件
』
三
十
二
丁
表
、
四
月
十
三
日
付
の
人
馬
手
配
の
指
示
に
関
す
る
文
書
中
に
、「
右
者
桑
名
侍
従
殿
就
／
御
用
段
十
四
日
桑

名
発
駕
被
致
／
上
京
候
」、
四
十
八
丁
表
に
「
為
御
上
京
四
月
十
四
日
四
ツ
八
分
／
御
発
駕
被
遊
候
」
と
あ
り
、
四
月
十
四
日
に
出
発

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
桑
名
日
記
』
に
も
、
四
月
十
三
日
条
に
「
明
十
四
日
御
ほ
つ
か
あ
そ
は
さ
れ
候
ニ
付
」、
同
十
四
日
条
に
、「
矢

田
町
江
御
ぎ
や
う
れ
つ
は
い
け
ん
ニ
出
る
。」
と
あ
り
、
四
月
十
四
日
出
発
は
確
実
で
あ
る
。
四
日
市
で
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
残
念
な

が
ら
現
在
他
の
資
料
を
見
出
し
得
な
い
。
次
の
坂
ノ
下
石
部
間
に
つ
い
て
は
、「
土
山
家
本
陣
休
泊
編
年
一
覧
」
に
よ
っ
て
足
取
り
が

わ
か
る）

13
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
月
十
六
日
土
山
で
小
休
、
前
地
は
坂
下
で
後
地
が
石
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
よ
り
、
御
休
泊
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八 

一
覧
の
坂
ノ
下
泊
、
石
部
泊
は
正
し
く
、
坂
ノ
下
泊
が
四
月
十
五
日
、
石
部
泊
が
四
月
十
六
日
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
津
京
都
間

に
つ
い
て
は
『
京
都
御
使
勤
書
』
の
四
月
十
八
日
条
に

大
津
駅
六
ツ
時
〈
提
灯
行
〉
出
立
追
分
蹴
上
小
休
九
ツ
頃
ニ
京
都
三
条
通
和
久
町
松
平
隠
岐
守
邸
旅
宿
ニ

借
受
候

と
あ
る
こ
と
か
ら
、四
月
十
七
日
大
津
泊
、十
八
日
京
都
着
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
か
ら
御
休
泊
一
覧
の
桑
名
京
都
間
の
「
御

泊
」
の
宿
と
実
際
の
旅
程
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
復
路
の
訂
正
部
分
と
小
字
部
分
を
中
心
に
御
休
泊
一
覧
の
資
料
的
性
格
を
更
に
考
え
て
み
た
い
。
御
休
泊
一
覧
は
復
路
に
つ

い
て
も
旅
程
を
示
し
て
い
る
が
、
復
路
部
分
に
は
訂
正
や
小
字
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
京
を
出
発
し
て
す
ぐ
次
の
宿

駅
で
あ
る
草
津
か
ら
石
部
に
か
け
て
の
部
分
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
草
津

　
　
　
　
　

泊
御
休　

水
口

大
津　
　

御
置　
　
　

石
部　

御
泊

　

復
路
の
大
津
水
口
間
に
小
字
と
訂
正
が
あ
る
。
大
津
を
御
置
か
ら
御
泊
へ
訂
正
し
、
草
津
を
御
休
と
し
て
追
加
、
石
部
の
御
泊
を
水

口
に
訂
正
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
訂
正
か
ら
本
記
事
の
性
質
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　

事
実
関
係
を
先
に
確
認
す
る
と
、『
京
都
御
使
勤
書
』
四
月
二
十
五
日
条
に
は
「
明
日
出
立
ニ
付
暇
乞
」
と
あ
り
、
四
月
二
十
六
日

に
出
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
区
間
の
宿
駅
の
記
録
で
は
土
山
宿
の
休
泊
記
録
で
定
和
一
行
の
足
取
り
が
わ
か
る
。
前
述
「
土
山
家

本
陣
休
泊
編
年
一
覧
」
に
よ
る
と
、定
和
一
行
が
四
月
二
十
八
日
に
土
山
宿
で
休
息
を
し
て
お
り
、ま
た
前
地
を
「
水
口
」
後
地
を
「
関
」

と
し
て
い
る
。
四
月
二
十
七
日
に
水
口
泊
、
二
十
八
日
に
土
山
休
関
泊
と
な
る
か
ら
、
史
実
と
し
て
は
訂
正
後
の
水
口
泊
が
正
し
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
訂
正
加
筆
が
復
路
に
複
数
存
在
し
て
い
る
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
と
関
わ
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四
月
廿
六
日　
　
　
　

同
廿
七
日

　

大
津　
　

泊　
　
　
　
　

草
津　
　

休

廿
七
日　
　
　
　
　
　
　

廿
八
日

　

水
口　
　

泊　
　
　
　
　

土
山　
　

休

廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

廿
九
日

　

関　
　
　

泊　
　
　
　
　

石
薬
師　

休

こ
の
記
事
は
四
十
九
丁
表
か
ら
五
十
丁
表
に
か
け
て
記
載
さ
れ
た
「
御
帰
府
之
節
御
廻
状
」
と
題
さ
れ
た
も
の
の
一
部
で
、
各
問
屋
場

へ
の
通
達
文
書
の
控
え
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
復
路
だ
け
の
通
達
で
、京
都
桑
名
間
の
差
し
出
し
日
は
「
四
月
廿
四
日
」
と
な
っ

て
お
り
、
桑
名
江
戸
間
は
「
五
月
朔
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
月
二
十
四
日
時
点
で
は
大
津
泊
、
草
津
休
、
水
口
泊

の
予
定
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
御
休
泊
一
覧
の
大
津
、
草
津
、
水
口
の
訂
正
分
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
御
休

泊
一
覧
に
記
さ
れ
た
旅
程
計
画
が
先
に
あ
っ
て
、御
休
泊
一
覧
の
訂
正
部
分
は
四
月
二
十
四
日
段
階
の
廻
状
に
よ
り
修
正
し
た
も
の
か
、

ま
た
は
実
際
の
旅
程
へ
と
修
正
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
、
復
路
の
桑
名
吉
原
間
を
み
て
み
る
。

宮　
　
　

御
泊

　
岡
崎　
　

御
泊

池
鯉
鮒　

御
置

白
須
賀　

御
泊　
　
　

赤
坂　
　

御
置

袋
井　
　

御
泊
／　
　

濵
松　
　

御
置

　
　
　
同
御
泊　
　
　

大
井
川
出
水
ニ
付

藤
枝　
　

御
泊　
　

／
金
谷　
　

御
置

興
津　
　

御
泊　
　
　

吉
原　
　

御
置

　

宿
泊
地
と
休
憩
地
の
配
列
方
法
と
記
事
の
脱
落
の
た
め
、
本
記
事
は
大
変
理
解
の
難
し
い
行
程
表
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
配
列
順
か

ら
考
え
て
み
た
い
。
記
事
中
の
宿
駅
を
正
し
い
順
路
に
な
ら
べ
る
と
、

宮
―
池
鯉
鮒
―
岡
崎
―
赤
坂
―
白
須
賀
―
浜
松
―
袋
井
―
金
谷
―
藤
枝
―
興
津
―
吉
原

る
と
思
わ
れ
る
記
事
が
『
御
上
京
一
件
』
の
四
十
九
丁
裏
に
記
さ
れ
る
（
該
当
部
分
の
翻
刻
は
次
号
掲
載
予
定
）。



 

一
〇 

 

（
宿
泊
予
定
地
を
□
で
示
す
。）

の
順
と
な
る
。
配
列
順
を
考
え
る
と
、
興
津
吉
原
間
か
ら
は
順
路
通
り
に
な
っ
て
い
る
が
そ
れ
よ
り
前
は
、
行
内
で
上
下
が
逆
に
な
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
宿
泊
地
を
基
本
と
し
て
同
日
の
「
御
置
」
宿
場
を
同
じ
行
に
書
き
付
け
た
可
能
性
と
、
い
ず
れ
か
の
段

階
に
お
い
て
上
段
と
下
段
が
一
行
ず
つ
ず
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
の
二
通
り
を
考
え
る
事
が
で
き
る
。
後
掲
の
写
真
１
を
み
る

と
宮
池
鯉
鮒
間
、
岡
崎
赤
坂
間
が
線
で
結
ば
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
が
、
こ
の
線
は
お
そ
ら
く
配
列
を
順
路
通
り
に
正
そ
う
と
し
て
施

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
藤
枝
興
津
間
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
も
間
に
「
府
中
」
が
抜
け
て
い
る
よ
う
で
、
先
に
述
べ

た
復
路
の
廻
状
記
事
（
五
十
丁
表
）
に
よ
れ
ば
、

五
日

　

袋
井　
　
　

泊　
　
　
　

金
谷　
　
　

休

六
日

　

藤
枝　
　
　

泊　
　
　
　

府
中　
　
　

休

七
日

　

興
津　
　
　

泊　
　
　
　

吉
原　
　
　

休

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
御
休
泊
一
覧
の
袋
井
藤
枝
間
の
小
字
部
分
で
あ
る
。
大
井
川
出
水
の
た
め
、
旅
程
が
一
日
延
引
と
な
っ

た
と
い
う
実
際
の
旅
程
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
小
字
部
分
か
ら
、
旅
程
記
事
自
体
は
予
定
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。「
同
御
泊
」
の
宿
駅
が
袋
井
か
藤
枝
か
が
問
題
と
な
る
が
、
順
路
は
袋
井
―
掛
川
―
日
坂
―
金
谷
―
島
田
―
藤
枝
の
順
で
、

大
井
川
は
金
谷
島
田
間
に
あ
る
た
め
、「
同
御
泊
」
は
袋
井
宿
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
五
十
丁
表
の
廻
状
の
日
付
は
延
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引
部
分
を
記
載
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
五
月
一
日
文
書
に
付
さ
れ
た
日
付
は
事
後
の
実
際
の
記
録
で
は
な
く
予
定
日
で
あ
る
と
判
断

で
き
る
。

　

以
上
か
ら
、
復
路
に
つ
い
て
は
、
御
休
泊
一
覧
の
宿
駅
か
ら
変
更
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
実
際
の
旅
程
を
小
字
で
書
き
込

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
往
路
復
路
の
記
述
内
容
の
検
討
か
ら
、
御
休
泊
一
覧
は
出
発
前
の
三
月
中
に
宿
泊
予
定
を
通
達
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
実
際
の
旅
程
の
一
部
に
つ
い
て
小
字
で
加
筆
し
た
部
分
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
御
上
京
一
件
』
は
御
休
泊
一
覧
以
外
に
は
往
路
の
一
行
の
旅
程
一
覧
を
載
せ
て
い
な
い
。
そ
の
一
覧
も
、
考
察
し
て
き
た
通
り
廻

状
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
、予
定
段
階
の
も
の
に
部
分
的
に
実
際
の
旅
程
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。『
御
上
京
一
件
』

の
記
事
の
比
重
を
考
え
る
と
、『
御
上
京
一
件
』
の
編
集
者
に
と
っ
て
は
、
行
列
の
準
備
に
関
わ
る
通
達
の
記
録
に
比
し
て
、
実
際
の

旅
程
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

　

天
保
十
一
年
の
桑
名
藩
主
松
平
定
和
の
上
京
は
、
統
仁
親
王
立
坊
祝
い
の
幕
府
名
代
と
し
て
の
上
京
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
旅

程
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
発
日
で
さ
え
『
続
徳
川
実
記
』
に
記
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
先
に
述
べ
た
。
一
部
の
旅
程
に
つ
い
て
は
各

宿
駅
の
宿
泊
記
録
に
よ
っ
て
跡
づ
け
る
事
が
で
き
る
が
、
現
状
こ
の
上
京
の
記
録
を
残
し
て
い
る
宿
駅
は
少
な
い
。『
御
上
京
一
件
』

の
記
事
は
そ
の
よ
う
な
中
で
上
京
の
実
際
の
旅
程
を
推
測
す
る
の
に
大
変
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
上
述
の
通
り
江
戸
京
都
間

の
往
路
に
つ
い
て
は
出
発
日
と
京
都
到
着
日
、
途
中
家
元
で
あ
る
桑
名
の
到
着
日
と
出
発
日
が
確
定
し
て
お
り
、
白
須
賀
桑
名
間
と
桑

名
出
発
後
の
旅
程
も
概
ね
事
実
確
認
が
で
き
た
。
旅
程
で
不
安
定
要
素
が
あ
る
の
は
、
江
戸
桑
名
間
の
旅
程
中
の
四
日
分
の
遅
延
に
関
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一
二 

係
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
四
日
分
の
旅
程
詳
細
の
事
実
確
認
は
困
難
部
分
も
多
い
が
、『
御
上
京
一
件
』
内
部
の
記
事
お
よ
び
『
桑

名
日
記
』
二
川
宿
の
『
御
休
泊
記
録
』
等
の
資
料
か
ら
お
お
よ
そ
の
旅
程
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
江
戸
桑
名
間
の
旅
程
に
つ
い
て
事
実
確
認
を
し
て
お
く
。
先
の
考
察
か
ら
事
実
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
三
月
二
十
六
日

江
戸
発
、
四
月
十
日
桑
名
着
お
よ
び
四
月
七
日
白
須
賀
、
四
月
八
日
岡
崎
、
四
月
九
日
宮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
四
日
分
の
遅
延
は

四
月
七
日
の
白
須
賀
ま
で
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
述
の
四
十
四
丁
表
に
は
「
御
道
中
川
支
ニ

而
四
月
十
日
」
到
着
し
た

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
旅
程
の
延
引
の
原
因
は
、
主
と
し
て
川
留
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

江
戸
時
代
の
東
海
道
は
、人
力
や
船
で
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
場
所
が
大
井
川
を
は
じ
め
い
く
つ
か
あ
る
。遅
延
の
主
た
る
原
因
と
な
っ

た
川
は
い
ず
れ
の
川
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
川
支
と
実
際
の
旅
程
に
関
わ
っ
て
、『
御
上
京
一
件
』
四
十
二
丁
表
に
次
の
よ
う
な
記
事
が

あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

一
御
上
京
御
使
札　

飛
脚
人
数
調

　
　
　
　
　
　
　

御
飛
札　

一
御
上
京
之
節
飛
脚
御
足
軽
一
日

　

十
九
里
宛
之
割

一
箱
根
山
越
御
止
宿
よ
り　
　
　
江
戸
江

斗
小
早
町
便

（
イ
）
一
大
井
川
御
渡
渉
御
止
宿
よ
り　
同
断

（
ロ
）
一
六
日
目
御
止
宿
よ
り
御
使
札　
江
戸
江

飛
脚
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
便
者
都
而
江
戸
江

仕
立

（
ハ
）
一
御
半
途
駅
御
止
宿
よ
り
御
飛
札　

江
戸
ヘ

弐
人
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一
三 

　
　
　
　

但
御
所
司
代
様
江

も
同
断　

京
都
ヘ

弐
人
桑
名
も

兼

（
ニ
）
一
御
旅
中
水
増
二
日
余
之
御
逗
留
ニ

候
ハ
ヽ
御
飛
札　
江
戸
ヘ

斗
弐
人

（
ホ
）
一
右
川
段
御
発
駕
ニ

付
御
飛
札

　
　
　

但
御
所
司
代
様
江

も
同
断　
　

江
戸
ヘ

弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
ヘ

弐
人
桑
名
も

兼　
　

こ
れ
は
旅
程
中
に
出
さ
れ
た
飛
札
の
一
覧
記
事
の
一
部
で
あ
る
。
四
十
二
丁
表
か
ら
四
十
二
丁
裏
に
か
け
て
江
戸
京
都
間
の
往
復
で
出

さ
れ
た
飛
札
が
、
お
よ
そ
順
路
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
こ
の
記
事
順
が
順
路
順
に
記
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
て
考
え
る
。

　

川
に
関
す
る
飛
札
は
三
種
あ
る
。
今
、
川
に
関
す
る
最
初
の
飛
札
を
（
イ
）
と
し
、
川
に
関
す
る
三
つ
目
の
飛
札
ま
で
の
飛
札
に
順

に
記
号
を
付
し
た
。
以
下
、
こ
の
（
イ
）
か
ら
（
ホ
）
の
飛
札
と
旅
程
の
関
係
を
考
え
る
。（
イ
）
の
飛
札
が
関
わ
る
大
井
川
周
辺
か

ら
白
須
賀
ま
で
の
宿
場
と
川
と
の
位
置
と
御
休
泊
一
覧
の
休
泊
予
定
の
関
係
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
川
を
【　

】
で
示
す
）。
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藤
枝　
　
　

御
泊
（
五
日
目
予
定
）

島
田

【
大
井
川
】

金
谷　
　
　

御
置

日
坂

掛
川

袋
井　
　
　

御
泊
（
六
日
目
予
定
）

見
付

【
天
竜
川
】　

浜
松　
　
　

御
置

舞
阪

【
浜
名
湖
（
浜
名
川
。
今
切
の
渡
）】

荒
居

白
須
賀　
　

泊
（
七
日
目
予
定
。
実
際
は
十
一
日
目
の

四
月
七
日
。）



 

一
四 

　

大
井
川
以
降
、
白
須
賀
ま
で
の
間
に
は
、
大
井
川
、
天
竜
川
、
浜
名
湖
（
今
切
の
渡
）
と
い
う
よ
う
に
川
留
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

が
三
所
あ
る
。
ま
ず
は
旅
程
を
考
え
る
上
で
問
題
と
な
る
各
飛
札
の
表
現
と
内
容
に
つ
い
て
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。（
イ
）「
大
井

川
御
渡
渉
」
に
つ
い
て
は
、「
大
井
川
御
渡
渉
」
の
連
絡
が
大
井
川
を
渡
る
前
日
の
連
絡
な
の
か
渡
っ
た
直
後
の
連
絡
な
の
か
、
こ
の

記
事
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
例
え
ば
、
後
に
あ
る
（
ニ
）
は
川
留
に
よ
り
川
が
渡
れ
ず
逗
留
し
て
い
る
事
の
報
告
で
あ
り
、（
ホ
）
は

逗
留
の
後
川
を
渡
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ま
た
は
渡
っ
た
）
事
の
報
告
で
あ
る
た
め
、（
イ
）
も
事
前
、
事
後
ど
ち
ら
と
も
受
け
と
め

ら
れ
る
。（
ハ
）「
御
半
途
駅
」
は
、
東
海
道
江
戸
京
都
間
の
ち
ょ
う
ど
半
分
の
宿
駅
と
も
、
旅
程
の
途
中
の
宿
駅
と
も
解
釈
で
き
る
。

東
海
道
の
半
分
の
宿
駅
を
指
す
と
す
れ
ば
江
戸
か
ら
数
え
て
二
十
七
番
目
の
宿
で
あ
る
袋
井
宿
に
あ
た
る
。

　

次
に
、
川
支
え
に
よ
る
遅
延
に
関
わ
っ
て
、
二
川
宿
『
御
休
泊
記
録
』
の
記
述
に
注
目
す
る
。『
御
休
泊
記
録
』
天
保
十
一
年
四
月

八
日
の
記
録
に
は
、
前
章
で
引
用
し
た
前
後
の
宿
駅
情
報
の
後
に
、
定
和
一
行
の
様
子
や
今
回
の
上
京
目
的
等
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
旅
程
状
況
に
関
わ
っ
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。

右
者

此
度
西
ノ
御
丸
御
普
請
出
来
候
ニ
付
、
京
都
御
名
代
候
由
先
達
而

御
休
泊
御
小
休
御
廻
状
参
り
受
印
仕
差
上
申
候
処
、
川
支
ニ

て
三
日
御
延
引
相
成
候
間
、
前
日
朝
右
之
段
御
廻
状
御
持
参
御
役
人
様
御
立
寄
御
受
印
仕
差
上
候
…
当
日
…
大
守
様
六
つ
半
時
御

着
有
之
ゆ
る
〳
〵
御
小
休
被
成
候

　
『
御
休
泊
記
録
』
に
は
「
三
日
御
延
引
相
成
候
間
」
と
あ
り
、
二
川
到
着
日
が
、
二
川
宿
に
知
ら
さ
れ
た
予
定
か
ら
三
日
延
び
た
こ

と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
二
川
宿
に
知
ら
さ
れ
た
到
着
予
定
日
は
実
際
の
到
着
日
で
あ
る
四
月
八
日
の
三
日
前
の
四
月
五
日
で
あ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
桑
名
連
絡
旅
程
で
は
白
須
賀
が
四
月
三
日
泊
、
二
川
は
そ
の
次
の
宿
駅
で
あ
る
の
で
、
予
定
通
り
で
あ
れ
ば
四
月

四
日
に
通
る
は
ず
で
あ
る
。
す
る
と
、
二
川
宿
が
連
絡
を
受
け
た
到
着
予
定
日
で
あ
る
四
月
五
日
は
桑
名
連
絡
旅
程
か
ら
一
日
遅
れ
の

日
程
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
全
体
で
の
遅
延
は
四
日
、
か
つ
二
川
宿
以
降
に
つ
い
て
は
先
の
章
で
述
べ
た
通
り
遅
延
発
生
の
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一
五 

余
地
が
な
い
。
つ
ま
り
、
二
川
へ
は
、
予
定
の
一
日
遅
れ
の
四
月
五
日
利
用
の
日
程
で
連
絡
し
て
い
た
が
、
実
際
は
そ
の
日
程
か
ら
さ

ら
に
三
日
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
藤
枝
白
須
賀
間
の
行
程
に
つ
い
て
後
掲
の
付
表
の
よ
う
に
三
つ
の
仮
説
を
立
て
て
み
た
い
。

　

仮
説
１
は
、（
イ
）
を
大
井
川
渡
渉
後
の
飛
札
と
想
定
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
イ
）
を
大
井
川
渡
渉
後
の
も
の
と
解
釈
し
、
さ
ら
に
（
ロ
）
が
六
日
目
の
飛
札
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
（
イ
）
は
そ
の
前
日

の
五
日
目
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
解
釈
す
る
。
さ
て
、
御
休
泊
一
覧
の
予
定
よ
り
早
い
日
程
で
旅
程
が
進
む
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
二
つ

の
可
能
性
が
あ
る
。
一
つ
は
、
出
発
段
階
で
日
程
及
び
宿
泊
宿
の
変
更
が
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
御
休
泊
一
覧
は
、
三

月
中
に
人
馬
調
達
指
示
を
出
す
た
め
に
用
意
さ
れ
た
計
画
案
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
定
和
側
、
あ
る
い
は
宿
の

都
合
で
予
定
が
合
わ
ず
宿
泊
地
自
体
を
変
更
す
る
事
が
あ
り
得
る）

14
（

。
も
う
一
つ
は
、
旅
程
中
の
急
な
事
情
に
よ
る
宿
の
変
更
の
場
合
で

あ
る
。

　

ま
た
、
藤
枝
泊
か
ら
変
更
の
可
能
な
宿
場
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
に
よ
れ
ば）

15
（

、
藤
枝
宿
は
本
陣
二
軒
脇
本

陣
が
無
く
、
大
井
川
を
越
え
た
金
谷
宿
は
本
陣
三
軒
脇
本
陣
一
軒
が
存
在
し
、
日
坂
宿
は
本
陣
一
軒
脇
本
陣
一
軒
で
あ
る
。
金
谷
宿
は

御
休
泊
一
覧
で
も
休
止
場
所
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、（
イ
）
を
川
越
後
の
報
告
と
考
え
た
場
合
に
は
、
宿
場
規

模
か
ら
考
え
れ
ば
日
坂
宿
よ
り
は
金
谷
宿
に
宿
泊
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
藤
枝
か
ら
金
谷
宿
へ
変

更
し
た
可
能
性
を
考
え
た
。（
ハ
）
の
御
半
途
駅
は
袋
井
と
解
釈
す
る
。（
ニ
）
か
ら
（
ホ
）
に
つ
い
て
は
、
飛
札
を
順
に
入
れ
込
ん
で

考
察
し
た
。（
ニ
）（
ホ
）
は
天
竜
川
の
川
留
の
た
め
袋
井
で
二
日
余
り
の
逗
留
の
後
出
発
。
そ
の
後
何
ら
か
の
都
合
に
よ
り
見
付
か
ら

白
須
賀
で
二
泊
と
い
う
行
程
を
想
定
し
て
い
る
。（
ニ
）
は
袋
井
宿
に
二
日
逗
留
し
た
段
階
で
出
し
（
ホ
）
は
そ
の
翌
日
出
し
た
と
解

釈
し
て
い
る
。
四
月
二
日
か
ら
の
足
止
め
が
続
き
や
っ
と
四
月
五
日
に
袋
井
を
発
つ
事
が
で
き
た
と
推
測
す
る）

16
（

。
四
月
七
日
ま
で
の
検
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一
六 

証
資
料
は
無
い
が
、
前
記
の
二
川
宿
『
御
休
泊
記
録
』
に
よ
る
と
四
月
八
日
に
一
行
が
二
川
で
休
息
し
た
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
章
か
ら
、
四
月
五
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
の
期
間
は
、
見
付
・
浜
松
・
荒
居
・
白
須
賀
の
い
ず
れ
か
で
過
ご
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
仮
説
１
を
時
系
列
で
追
う
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
旅
程
五
日
目
、
藤
枝
で
宿
泊
予
定
で
あ
っ
た
が
急
な
差
合

に
よ
り
大
井
川
を
渡
っ
た
金
谷
で
宿
泊
。
大
井
川
を
渡
っ
た
報
告
と
し
て
（
イ
）
を
出
す
。
翌
日
、
袋
井
に
無
事
六
日
目
に
到
着
し
た

と
（
ロ
）
を
出
す
。
六
日
目
の
袋
井
は
当
初
の
予
定
通
り
な
の
で
、
京
に
も
桑
名
に
も
あ
え
て
報
告
無
し
。
思
わ
ぬ
川
支
で
七
日
目
も

「
御
半
途
駅
」
袋
井
に
居
ま
す
と
（
ハ
）
を
出
す
。　

更
に
八
日
目
も
川
支
で
、二
日
間
袋
井
で
川
支
に
あ
い
ま
し
た
と
（
ニ
）
を
出
す
。

状
況
報
告
の
た
め
に
詳
細
を
飛
脚
で
報
告
。
そ
の
後
、
見
付
か
ら
白
須
賀
の
間
で
（
ホ
）
を
出
す
。

　

遅
延
発
生
場
所
と
日
数
は
、
袋
井
で
二
日
遅
延
、
見
付
か
ら
白
須
賀
間
で
二
日
遅
延
。
飛
札
差
し
出
し
の
宿
駅
は
（
イ
）
金
谷
（
ロ
）

袋
井
（
ハ
）
袋
井
（
ニ
）
袋
井
（
ホ
）
見
付
か
ら
白
須
賀
の
い
ず
れ
か
と
考
え
る
。

　

仮
説
２
、
３
は
、
往
復
の
飛
札
の
状
況
と
（
ロ
）
の
「
六
日
目
」
飛
札
に
注
目
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
仮
説
２
と
３
の
違
い

は
、
全
四
日
の
遅
れ
の
内
訳
を
二
川
宿
『
御
休
泊
一
覧
』
の
、
一
日
遅
れ
の
通
知
の
後
、
さ
ら
に
三
日
遅
れ
と
い
う
状
況
を
そ
の
ま
ま

あ
て
は
め
る
か
ど
う
か
の
違
い
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
飛
札
の
出
さ
れ
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
往
路
の
飛
札
は
、「
箱
根
山
越
」「
大
井
川
御
渡
渉
」「
六
日
目
」「
御
半
途
駅
」「
水

増
二
日
余
之
御
逗
留
」「
右
川
段
御
発
駕
ニ

付
」「
御
旅
中
御
尋
之
御
奉
書
御
礼
御
使
札
」「
桑
名
御
着
城
ニ

付
」「
同
御
発
駕
ニ

付
」「
御
京

着
ニ

付
」
の
順
、
復
路
は
「
御
暇
并
御
推
任
ニ

付
」「
京
都
御
発
駕
」「
桑
名
御
城
」「
桑
名
御
発
駕
ニ

付
」「
御
半
途
駅
御
止
宿
よ
り
」「
大

井
川
御
渡
渉
御
止
宿
よ
り
」「
舞
楽
御
拝
見
酒
饌
御
頂
戴
御
鳳
輦
御
拝
見
有
之
候
ハ
ヽ
」
の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
往
復
の
行
程
に
関

す
る
飛
札
で
共
通
す
る
の
は
、
傍
線
で
示
し
た
大
井
川
渡
渉
、
御
半
途
駅
、
桑
名
発
着
、
京
都
発
着
の
四
種
で
あ
る
。
発
着
に
関
す
る

情
報
は
当
然
必
要
な
情
報
で
あ
る
だ
ろ
う
。
残
る
二
種
の
う
ち
、「
御
半
途
駅
」
は
東
海
道
の
ち
ょ
う
ど
半
分
の
袋
井
駅
と
解
釈
し
て
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一
七 

お
き
た
い
。
御
半
途
駅
か
ら
の
飛
札
は
旅
程
の
状
況
を
知
る
目
安
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
袋
井
に
程
近
い
大
井
川
は
東
海
道
一

の
難
所
と
い
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
こ
の
た
め
状
況
を
知
ら
せ
る
重
要
拠
点
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
更
に
復
路
に
つ
い

て
は
御
休
泊
一
覧
の
小
字
に
大
井
川
が
渡
れ
ず
袋
井
で
二
泊
し
て
い
る
た
め
、
遅
延
を
知
ら
せ
る
必
要
が
実
際
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
復
路
の
桑
名
到
着
の
飛
札
に
「
此
飛
脚
見
合
置
翌
朝
出
立
兼
合
」
と
あ
っ
て
翌
日
の
飛
札
と
一
緒
に
出
さ
れ
て
お
り
、

飛
札
の
数
を
最
小
限
に
お
さ
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
往
路
に
関
し
て
も
必
要
最
低
限
の
回
数
で
飛
札
が
出
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
往
復
の
飛
札
の
状
況
を
前
提
と
し
て
、
往
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
飛
札
と
旅
程
と
の
関
係
を
考
察

す
る
。

　

旅
程
と
飛
札
の
関
係
に
つ
い
て
最
初
に
注
目
し
た
い
の
は
、（
ロ
）「
六
日
目
」（
ハ
）「
御
半
途
駅
」
の
二
つ
の
飛
札
の
関
係
で
あ
る
。

復
路
も
「
御
半
途
駅
」
で
飛
札
が
出
さ
れ
て
お
り
、
一
行
の
旅
程
状
況
の
目
安
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
旅
程
が
御
休

泊
一
覧
の
通
り
に
進
ん
で
い
れ
ば
、
袋
井
は
六
日
目
に
宿
泊
す
る
宿
駅
で
あ
る
。
予
定
通
り
に
六
日
目
に
御
半
途
駅
に
到
着
し
て
い
る

な
ら
ば
、（
ロ
）（
ハ
）
を
別
々
に
出
す
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
は
二
つ
を
別
々
に
出
し
て
い
る
の
で
、
六
日
目
に
は
袋
井
宿
に
は
到
達

し
て
お
ら
ず
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
何
日
遅
延
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
確
認
し
た
い
の
が
、（
ニ
）
の
「
水
増
二
日
余
之
御
逗
留
ニ
候
ハ
ヽ
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。「
二
日
余
」
の
逗
留
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
川
が
い
ず
れ
の
川
か
は
不
明
で
あ
る
が
、（
ハ
）
の
御
半
途
駅
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
袋
井
よ
り
も
先
の
川
の
事
で
あ

る
と
わ
か
る
。
二
日
余
の
逗
留
と
あ
る
か
ら
、
袋
井
を
含
め
て
袋
井
以
降
で
少
な
く
と
も
一
日
は
遅
延
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

か
ら
逆
算
す
る
と
、
旅
程
全
体
で
の
遅
れ
は
四
日
で
あ
る
か
ら
、
袋
井
の
到
着
遅
れ
は
最
大
三
日
と
な
る
。
こ
こ
で
、
袋
井
で
の
遅
れ

に
つ
い
て
（
イ
）「
大
井
川
渡
渉
」
と
（
ロ
）「
六
日
目
」
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
御
休
泊
一
覧
の
予
定
で
は
袋
井
の
直
前
の
五
日

目
の
宿
泊
地
は
藤
枝
で
あ
る
。
藤
枝
の
先
に
島
田
、
そ
し
て
そ
の
先
に
大
井
川
が
あ
り
、
渡
っ
た
先
に
、
六
日
目
の
御
置
と
な
っ
て
い
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一
八 

る
金
谷
が
あ
る
。（
イ
）
の
出
さ
れ
る
駅
は
、
大
井
川
を
渡
る
前
の
連
絡
で
あ
れ
ば
藤
枝
、
渡
っ
た
後
で
あ
れ
ば
金
谷
が
考
え
ら
れ
る
。

（
イ
）
の
大
井
川
渡
渉
の
こ
と
は
、（
ロ
）
六
日
目
飛
札
よ
り
も
前
に
あ
る
の
で
、
六
日
目
以
前
に
大
井
川
渡
渉
に
関
す
る
連
絡
が
で
き

る
位
置
ま
で
来
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
但
し
、
六
日
目
に
（
イ
）
の
飛
札
を
出
す
な
ら
（
ロ
）
と
同
日
と
な
り
、
兼
ね
合
わ
せ
て
出
す

で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、（
イ
）
は
五
日
目
以
前
の
飛
札
と
な
る
。
藤
枝
が
五
日
目
、
金
谷
が
六
日
目
で
あ
る
の
で
、
五
日
目
に
藤
枝

に
予
定
通
り
到
着
し
、
渡
渉
前
に
川
の
状
況
を
連
絡
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
藤
枝
到
着
は
予
定
通

り
の
五
日
目
、
藤
枝
袋
井
間
で
大
井
川
の
川
支
え
の
た
め
最
低
一
日
、
最
大
三
日
の
遅
延
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
御
半
途
駅
の
飛
札
の
後
に
あ
る
（
ニ
）「
水
増
二
日
余
之
御
逗
留
」
と
（
ホ
）「
右
川
段
御
発
駕
ニ

付
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

袋
井
白
須
賀
間
で
川
支
え
が
問
題
と
な
る
の
は
、
天
竜
川
と
浜
名
湖
の
今
切
の
渡
で
あ
る
。（
ニ
）（
ホ
）
は
同
じ
場
所
の
川
支
え
を
指

す
が
、
ど
ち
ら
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
。
御
休
泊
一
覧
で
は
袋
井
の
次
の
宿
泊
予
定
地
が
白
須
賀
と
な
っ
て
お
り
、
天
竜
川
浜
名
湖

間
に
は
浜
松
の
「
置
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
天
竜
川
の
増
水
で
あ
れ
ば
袋
井
に
滞
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
増
水
が
浜
名
湖
の

今
切
の
渡
で
あ
っ
た
場
合
に
袋
井
に
留
ま
っ
た
の
か
、
浜
松
に
留
ま
っ
た
の
か
、
今
は
滞
在
し
た
宿
泊
地
を
仮
定
で
き
る
だ
け
の
情
報

を
持
ち
得
な
い
。
袋
井
ま
で
の
遅
延
が
最
低
一
日
最
大
三
日
な
の
で
、
袋
井
白
須
賀
間
の
遅
延
は
最
大
三
日
最
低
一
日
、（
ニ
）（
ホ
）

か
ら
、
天
竜
川
・
浜
名
湖
い
ず
れ
か
一
箇
所
で
最
低
一
日
の
遅
延
が
あ
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
結
果
的
に
ど
ち
ら
か
一
方
な
の
か
、

そ
れ
と
も
両
方
な
の
か
の
判
断
は
難
し
い
。

　

最
後
に
二
川
宿
の
『
御
休
泊
記
録
』
の
記
述
と
飛
札
と
の
関
係
を
考
え
る
。
上
述
の
通
り
、
二
川
宿
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
一
日
遅

れ
で
の
知
ら
せ
、
そ
の
後
三
日
遅
れ
で
の
利
用
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
川
支
え
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
袋
井
白
須
賀
間
の
川
支
え
に
つ
い
て
は
（
ニ
）
二
日
余
逗
留
で
一
度
飛
札
を
出
し
、
次
に
同
じ
川
の
川
明
に

つ
い
て
も
飛
札
を
出
す
と
い
っ
た
念
の
入
っ
た
出
さ
れ
方
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
し
て
大
井
川
に
関
し
て
は
一
回
、も
し
く
は
（
ロ
）
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一
九 

六
日
目
の
飛
札
を
入
れ
て
も
二
回
で
あ
る
。
大
井
川
の
遅
延
が
三
日
に
及
ん
で
い
た
な
ら
ば
、（
ロ
）
六
日
目
飛
札
の
後
（
ハ
）
御
半

途
駅
の
飛
札
の
前
に
大
井
川
渡
渉
に
関
す
る
飛
札
が
出
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の
関

係
か
ら
、
藤
枝
袋
井
間
で
一
日
遅
延
、
袋
井
白
須
賀
間
で
三
日
遅
延
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
可
能
性
が
比
較
的
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

仮
説
２
と
仮
説
３
は
ほ
ぼ
同
じ
道
筋
の
考
察
結
果
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
か
ら
、
藤
枝
袋
井
間
の
遅
延
を
一
日
と
想
定
し
た

も
の
を
特
立
て
し
て
仮
説
２
、
藤
枝
袋
井
間
の
遅
延
日
数
を
二
日
ま
た
は
三
日
と
す
る
も
の
仮
説
３
と
し
、
藤
枝
袋
井
間
を
二
日
と
す

る
も
の
を
仮
説
３
①
、
三
日
と
す
る
も
の
を
仮
説
３
②
と
す
る
。

　

ま
た
、
飛
札
差
し
出
し
宿
は
仮
説
２
、３
と
も
に
（
イ
）
藤
枝
、（
ロ
）
藤
枝
ま
た
は
金
谷
、（
ハ
）
袋
井
、（
ニ
）
袋
井
か
ら
舞
阪
間

（
袋
井
、
ま
た
は
浜
松
か
）、（
ホ
）
袋
井
か
ら
白
須
賀
間
と
な
る
。

　

以
上
、
川
留
等
で
旅
程
変
更
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、『
御
上
京
一
件
』
の
内
部
記
事
お
よ
び
現
在
確
認
可
能
な

外
部
資
料
か
ら
、
遅
延
の
発
生
状
況
と
旅
程
を
考
え
て
仮
説
を
三
種
た
て
て
み
た
。
飛
札
に
つ
い
て
は
予
定
で
は
な
く
出
さ
れ
た
結
果

を
記
録
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、一
方
で
御
休
泊
一
覧
は
旅
程
の
予
定
段
階
の
も
の
で
あ
る
の
で
、一
覧
か
ら
の
変
更
の
有
無
に
よ
っ

て
は
宿
泊
地
の
考
察
結
果
が
多
少
前
後
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
飛
札
記
事
の
解
釈
の
し
か
た
に
よ
っ
て
は
別
の
仮
説
が
成

り
立
つ
余
地
も
あ
る
。
宿
泊
地
を
確
定
す
る
に
い
た
ら
ず
、
ま
た
複
数
の
仮
説
が
成
り
立
つ
こ
の
状
況
こ
そ
は
『
御
上
京
一
件
』
の
資

料
の
性
質
に
よ
る
事
実
認
定
の
限
界
と
、
こ
の
上
京
に
関
す
る
外
部
徴
証
と
な
る
資
料
の
少
な
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

近
年
、
江
戸
時
代
の
交
通
史
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
書
籍
や
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
通
じ
て
各
宿
場
の
利
用
状
況
に
関
す
る
史
料
公
開
が
進

ん
で
き
て
い
る
。
藤
枝
白
須
賀
間
に
つ
い
て
定
和
上
京
に
関
す
る
資
料
は
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
、

新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
、
今
回
立
て
た
説
が
事
実
と
し
て
確
定
さ
れ
あ
る
い
は
修
正
さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
こ
こ
に

仮
説
を
掲
載
す
る
。
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二
〇 

注１　

岡
田
美
穂
・
飛
石
眞
理
子
「
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
一
年
御
上
京
一
件
』
翻
刻
と
解
説
（
一
）」『
中
京
大
学
図
書

館
学
紀
要
』
第
36
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
刊
）

２　

注
１
前
掲
論
文
参
照
。

３　

三
月
二
十
六
日
江
戸
出
発
の
こ
と
は
、
予
定
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
も
含
め
る
と
、
三
十
一
丁
裏
、
三
十
二
丁
裏
、
三
十
三
丁
表
、

四
十
四
丁
表
に
見
ら
れ
る
。

４　
『
続
徳
川
実
紀
』
本
文
は
『
続
徳
川
実
紀
』
第
二
編
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
平
成
十
年
刊
）
に
よ
る
。『
続
泰
平
年
表
』
は
天
保

十
一
年
三
月
十
四
日
条
に
「
立
坊
為
御
祝
義
御
使
松
平
越
中
守
定
和
横
瀬
駿
河
守
御
暇
」
と
し
て
お
り
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
画
像
デ
ー
タ
に
拠
る
）、『
続
徳
川
実
紀
』
の
日
付
と
一
日
異
な
る
。
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所

蔵
桑
名
松
平
家
文
書
の
『
京
都
御
使
勤
書
』
に
は
、
三
月
十
四
日
、
十
五
日
と
も
登
城
の
記
録
が
あ
る
が
、
三
月
十
四
日
の
登
城
は

「
右
大
将
様　

御
忌
明
」
の
た
め
御
触
が
あ
り
登
城
し
た
と
す
る
。『
続
徳
川
実
紀
』
十
四
日
条
に
も
「
右
大
将
殿
御
喪

に
よ
て
。

三
家
の
か
た
〴
〵
使
し
。
溜
詰
。
高
家
。
詰
衆
。
奏
者
番
ま
う
の
ぼ
り
御
け
し
き
う
か
ゞ
ふ
。」
と
あ
る
。
当
時
定
和
は
江
戸
に
お

い
て
溜
間
詰
と
し
て
勤
め
て
い
た
た
め
、『
続
徳
川
実
紀
』
か
ら
も
十
四
日
に
定
和
が
登
城
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、『
続

徳
川
実
紀
』同
月
二
十
二
日
条
に「
立
坊
済
ま
せ
ら
れ
し
御
祝
と
し
て
群
臣
総
出
仕
あ
り
。
…
松
平
越
中
守
。
松
平
下
総
守
が
家
人
。」

と
あ
る
が
、
定
和
の
勤
書
に
は
二
十
二
日
登
城
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
定
和
本
人
が
登
城
し
た
か
不
明
。

５　

慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
桑
名
松
平
家
文
書
『
京
都
御
勤
書
』
に
拠
る
。

６　

児
玉
幸
多
氏
『
宿
場
と
街
道
―
五
街
道
入
門
―
』（
東
京
美
術
、
一
九
八
六
年
刊
）、
池
田
真
由
美
氏
「
本
陣
史
料
の
基
礎
的
研
究
」

大
石
学
氏
監
修
『
東
海
道
四
日
市
宿
本
陣
の
研
究
』（
磐
田
書
院
、
平
成
十
三
年
刊
）
等
。
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二
一 

７　

注
６
前
掲
池
田
氏
に
よ
る
と
、
四
日
市
宿
本
陣
史
料
で
は
、
人
馬
手
配
の
廻
状
と
宿
へ
の
廻
状
が
別
々
に
発
行
さ
れ
る
例
が
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
御
上
京
一
件
』
に
は
、
往
路
の
宿
へ
の
廻
状
指
示
に
関
す
る
事
柄
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
別
々
に

廻
状
が
作
成
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

８　

澤
下
春
男
氏
・
澤
下
能
親
氏
校
訂
『
桑
名
日
記
』
一
（
土
井
印
刷
、
昭
和
五
十
九
年
一
月
刊
）
に
よ
る
。
以
下
、『
桑
名
日
記
』

本
文
は
全
て
同
書
に
よ
る
。

９　
『
桑
名
日
記
』
に
は
、「
と
ん
と
御
様
子
し
れ
ず
」
と
あ
り
、
到
着
予
定
日
の
前
日
に
定
和
一
行
の
現
在
地
が
掴
め
ず
に
い
る
様
子

が
よ
く
分
か
る
。
川
支
等
に
よ
っ
て
連
絡
が
途
絶
え
て
し
ま
う
事
は
ま
ま
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
例
え
ば
、『
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
順

孝
日
記
』（
青
木
美
智
男
氏
監
修
・
小
林
風
氏
石
綿
豊
大
氏
校
訂
『
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
順
孝
日
記
２　

文
政
九
年
〜
文
政
十
二
年
』

ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
刊
）
で
は
、
文
政
十
一
年
五
月
に
嵐
等
の
影
響
に
よ
り
長
期
の
川
支
が
発
生
し
「
松
平
美
濃
守
様
」「
芸

州
様
」「
筑
州
様
」
等
の
状
況
が
不
明
と
な
っ
た
事
が
記
さ
れ
る
。

10　

伊
勢
内
宮
暦
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『﹇
伊
勢
内
宮
暦
﹈
天
保
十
一
』
の
画
像
デ
ー
タ
に
よ
る
。

11　

定
和
よ
り
一
ヶ
月
前
の
同
年
二
月
に
、
当
時
京
都
所
司
代
で
あ
っ
た
牧
野
忠
雅
が
江
戸
か
ら
京
都
へ
上
京
し
て
い
る
。
そ
の
記
録

を
綴
っ
た
『
上
京
旅
行
日
記
』（
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
桑
名
松
平
家
文
書
）
で
は
、
二
月
二
十
三
日
に
江

戸
を
出
発
し
三
月
四
日
に
桑
名
に
到
着
し
て
お
り
十
泊
十
一
日
で
桑
名
に
到
着
し
て
い
る
。
こ
の
旅
で
は
途
中
川
留
の
た
め
藤
沢
で

一
日
足
止
め
と
な
っ
て
お
り
、
足
止
め
が
な
け
れ
ば
『
御
上
京
一
件
』
と
同
じ
九
泊
十
日
と
な
り
、『
御
上
京
一
件
』
の
行
程
も
無

理
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
『
上
京
旅
行
日
記
』
は
桑
名
松
平
家
文
書
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
桑
名
松
平
家
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
。
定
和
は
こ
の
上
京
に
際
し
て
京
都
で
忠
雅
に
会
っ
て
お
り
、ま
た
、

定
和
の
子
松
平
定
猷
の
養
子
と
し
て
尾
張
松
平
家
か
ら
久
松
松
平
家
に
入
り
十
三
代
目
を
継
い
だ
松
平
定
敬
が
忠
雅
と
同
じ
京
都
所
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二
二 

司
代
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
両
者
の
接
点
も
多
く
、
桑
名
藩
久
松
松
平
家
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
『
上
京
旅
行
日
記
』
を
収
集
し
た
の

か
大
変
興
味
深
い
。

12　

渡
辺
和
敏
監
修
『
二
川
宿
本
陣
宿
帳
３
』（
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
、
二
〇
一
一
年
刊
）

13　

甲
賀
市
史
編
纂
叢
書　

第
五
集　
『
東
海
道
土
山
宿
本
陣　

土
山
家
文
書
宿
帳
調
査
報
告
書
』（
甲
賀
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九

年
刊
）

14　

宿
側
の
都
合
と
し
て
は
、本
陣
の
利
用
予
定
が
重
複
す
る「
差
合
」が
考
え
ら
れ
る
。本
多
隆
成
氏『
近
世
の
東
海
道
』（
清
文
堂
出
版
、

二
〇
一
四
年
刊
）、
三
―
２
に
は
、
暴
風
雨
や
川
留
め
の
他
、
四
月
六
月
は
参
勤
交
代
の
た
め
宿
泊
が
集
中
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

15　
『
東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
は
、
児
玉
幸
多
氏
校
訂
『
近
世
交
通
史
料
集
』
四
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
五
年
刊
）
に
よ
る
。

16　

注
４
前
掲
書
参
照
。
な
お
、（
ハ
）（
ホ
）
か
ら
は
京
へ
の
飛
札
が
桑
名
へ
の
連
絡
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
連
絡
は
四
月
五
日
時
点
で
は
桑
名
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
桑
名
日
記
』
四
月
五
日
条
に
は
「
と
の
様
明
六
日
御
ち

や
く
の
御
つ
も
り
の
と
こ
ろ
と
ん
と
御
様
子
し
れ
ず
そ
れ
ゆ
へ
と
の
様
の
御
出
な
さ
る
と
こ
ろ
ま
で
御
ひ
き
や
く
二
人
立
つ
た
げ

な
。」
と
あ
り
、
桑
名
に
お
い
て
は
情
報
不
足
に
よ
る
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
た
め
桑
名
か
ら
も
一
行
へ
飛
脚
を
出
し
た
こ
と

が
伺
え
る
。
ま
た
同
日
記
に
は
、四
月
九
日
に
「
明
日
御
ち
ゃ
く
の
よ
し
御
出
む
か
え
の
御
ふ
れ
く
る
。」
と
あ
り
九
日
以
前
に
（
ホ
）

の
飛
札
が
桑
名
に
届
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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二
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【
付
表
】
御
休
泊
一
覧
と
飛
札
記
事
の
対
応
関
係
に
関
す
る
仮
説
一
覧

・
宿
駅
の
前
に
付
し
た
番
号
は
、
東
海
道
の
江
戸
か
ら
の
宿
駅
順
を
示
す
。

・
仮
説
３
①
は
藤
枝
金
谷
間
で
２
日
遅
延
の
場
合
、
仮
説
３
②
藤
枝
金
谷
間
で
３
日
遅
延
の
場
合

・〈
イ
〉
か
ら
〈
ホ
〉
は
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
の
飛
札
に
対
応
す
る
。

・
※
　〈
ホ
〉
は
袋
井
か
ら
白
須
賀
間
の
い
ず
れ
か
か
ら
出
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

日
程

休
泊

日
程

・
飛

札
休

泊
日

程
休

泊
日

程
休

泊

五
日

目
（
四

月
一

日
）
〈
イ

〉
１

泊
五

日
目

（
四

月
一

日
）
〈
イ

〉
１

泊

�
�

島
田

【
大

井
川

】
�
�

金
谷

御
置

五
日

目
（
四

月
一

日
）
〈
イ

〉
１

泊
�
�

日
坂

�
�

掛
川

七
日

目
（
四

月
三

日
）
〈
ハ

〉
１

泊

①
八

日
目

（
四

月
四

日
）

〈
ハ

〉
②

九
日

目
（
四

月
五

日
）

〈
ハ

〉

１
泊

�
�

見
付

【
天

竜
川

】
�
�

浜
松

御
置

�
	

舞
阪

【
浜

名
湖

】
�



荒
居

御
泊

１
泊

１
泊

宿
駅

と
川

の
関

係

３
泊

（
３

日
遅

延
）

①
２

泊
　

（
２

泊
遅

延
）

②
１

泊
　

（
１

泊
遅

延
）

六
日

目
（
四

月
二

日
）
〈
ロ

〉
（
藤

枝
ま

た
は

金
谷

）
１

泊
（
１

日
遅

延
）

�
�

白
須

賀

御
泊

十
一

日
目

（
四

月
七

日
）

〈
ホ

〉
※

十
一

日
目

（
四

月
七

日
）

〈
ホ

〉
※

仮
説

２

見
附

か
ら

白
須

賀
の

い
ず

れ
か

〈
ホ

〉
九

日
目

（
四

月
五

日
）

十
日

目
（
四

月
六

日
）

十
一

日
目

（
四

月
七

日
）

３
泊

（
２

日
遅

延
）

３
泊

（
２

日
遅

延
）

袋
井

か
ら

舞
阪

間
（
袋

井
、

ま
た

は
浜

松
か

）
〈
ニ

〉
〈
ホ

〉
※

八
日

目
（
四

月
四

日
）

九
日

目
（
四

月
五

日
）

十
日

目
（
四

月
六

日
）

①
②

六
日

目
（
四

月
二

日
）

〈
ロ

〉
①

七
日

目
②

七
日

目
、

八
日

目
（
藤

枝
ま

た
は

金
谷

泊
）

①
２

泊
　

（
２

日
遅

延
）

②
３

泊
　

（
３

日
遅

延
）

御
休

泊
一

覧
仮

説
１

仮
説

３
①

、
②

六
日

目
（
四

月
二

日
）
〈
ロ

〉
七

日
目

（
四

月
三

日
）
〈
ハ

〉
八

日
目

（
四

月
四

日
）
〈
ニ

〉

�
�

藤
枝

五
日

目
四

月
一

日

�
�

袋
井

六
日

目
四

月
二

日

袋
井

か
ら

舞
阪

間
（
袋

井
、

ま
た

は
浜

松
か

）
〈
ニ

〉
〈
ホ

〉
※

①
九

日
目

（
四

月
五

日
）

　
 十

日
目

（
四

月
六

日
）

②
十

日
目

（
四

月
六

日
）

七
日

目
四

月
三

日

御
泊



 

二
五 

《
翻
刻
》

　
　

翻
刻
凡
例

１
、
墨
付
六
十
二
丁
の
う
ち
、
本
稿
に
は
二
十
三
丁
表
か
ら
四
十
四
丁
表
ま
で
の
翻
刻
を
納
め
る
。

２
、
字
体
は
現
行
の
新
字
体
に
直
し
、「
よ
り
」
の
合
字
に
つ
い
て
は
原
行
の
ひ
ら
が
な
「
よ
り
」
の
表
記
に
直
し
た
。

３
、
改
行
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
改
行
に
従
っ
た
。
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二
六 

　
　
　

御
供
付
并
御
道
具
御
荷
物

一
御
旗
竿　
　
　
　
　
　
　
　

弐
本

一
御
旗
箱

一
御
幕
箱

　
　

才
領
御
旗
組
壱
人

一
御
幕
串
箱

　
　

才
領
同
断

一
御
鉄
炮　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾

一
御
弓　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
張

一
御
長
柄　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
筋

一
御
進
献
長
持　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
御
足
軽
弐
人

一
御
馬
印
竿　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　

此
押
御
旗
組
小
頭
代
御
旗
組
壱
人

一
御
馬
印
箱　
　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　

此
押
同
断
兼

一
御
太
刀
箱　
　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
御
足
軽
壱
人

一
御
装
束
長
持　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
同
断 

　

23
オ

一
御
武
器
長
持　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
同
断

一
御
具
足　
　
　
　
　
　
　
　

壱
釣

　
　

才
領
同
断

一
御
召
替
御
鎧
唐
櫃　
　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
同
断

一
御
茶
弁
当

　
　

才
領
同
断

一
御
薬
両
掛

　
　

才
領
御
茶
弁
当
才
領
ニ

而
兼

一
御
召
物
長
持　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
御
足
軽
壱
人

一
御
用
書
長
持　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
同
断

一
御
夜
具
長
持　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
同
断
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二
七 

一
御
小
納
戸
諸
包
長
持　
　
　

壱
棹

　
　

才
領
同
断

一
御
台
所
諸
包
両
掛

　
　

此
才
領
御
両
掛
之
者
御
道
中
斗
帯
刀
ニ

而
兼 

　

23
ウ

一
御
台
所
諸
包
長
持　
　
　
　

弐
棹

　
　

此
才
領
御
台
所
持

一
御
鉦
御
太
鼓

　
　

但
御
荷
物
之
内
ヘ

入
置
夜
毎
ニ

御
本
陣
ヘ

　
　

差
出
置
候
事

御
供
付

一
朱
揚
提
灯

　
　

此
掛
り

御
手
廻
小
頭

川
端
□
□
御
手
当

一
揚
提
灯

一
松
明

一
両
松
明

　
　

此
懸
り

小
買
物
使

　
　
　

御
本
陣
泊
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
側
役

　
　

壱
人
ツ
ヽ
不
寝
番　
　
　
　
　

御
小
姓
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
勘
定
頭 

　

24
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
横
目
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
右
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
側
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
医
師

　
　

置
之
内
申
合　
　
　
　
　
　
　

御
旗
奉
行

　
　

両
人
ツ
ヽ
御
広
間
詰　
　
　
　

御
物
頭

　
　

御
取
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
長
柄
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
使
番

　
　

置
之
内　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
馬
廻
弐
人

　
　

御
広
間
詰　
　
　
　
　
　
　
　

御
大
小
姓
弐
人
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二
八 

　
　

代
り
〳
〵
壱
人
ツ
　ヽ
　
　
　

御
徒
小
頭

　
　

不
寝
番　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
徒
士

一
御
本
陣
前
後
箱
番
所

　
　

不
寝
番　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
足
軽
弐
人
ツ
ヽ

　
　
　

但
手
形
之
内
よ
り
相
勤
時
廻
弐
ツ
切
拍
子
木

　
　
　

打
可
為
廻
事 

　

24
ウ

一
御
客
様
御
使
者
等
有
之
節
御
玄
関
江

　

案
内
為
様

一
御
進
献
物
御
本
陣　
　
　
　
　
　

御
足
軽
弐
人

　

玄
関
よ
り
御
次
入
口
迄

　

持
揚
并
御
武
器
類
取
扱
可
申
事　

○

○　

但
手
形
之
内
ニ

而
代
ル

〳
〵
御
本
陣
ヘ

相
詰
可
申
事

　

○
御
帰
府
之
節
御
奉
文
も
同
様
○

〆一
蒲
団　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
枕
共
壱
ツ
ツ
ヽ

一
火
鉢　
　

壱
ツ　
　
　
　
　
　
　
　

土
瓶
壱
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
碗
五
ツ

一
行
灯　

弐
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
灯
油
指

一
手
桶　

壱
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
た
ら
い
壱
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洗
足
た
ら
い
壱
ツ

　
　

外

　
　
　

各
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
時
焚

　

但
旅
宿
見人

足

斗
ニ

而
壱
軒
ヘ

壱
ツ
又
者

　
　

二
三
軒
持
合
ニ

而
御
貸
被
成
候 

　

25
オ

　

右
者
御
在
京
中
御
供
之
面
々
末
々
迄

　

旅
宿
江

右
之
通
被
成
御
貸
候
間
於
京
地

　

見
斗
御
手
当
筋
之
義
宜
取
斗
可

　

被
申
候
已
上

　
　

三
月
廿
八
日　

御
郡
代
□
服
部
伊
豆

一　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
市
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
勘
定
頭
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
付
下
役
共
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二
九 

　

右
者
御
京
着
之
節
前
日
大
津
迄

　

罷
出
居　

御
京
入
之
御
都
合
万
端
取
斗

　

候
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
折
襠
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
庄
見
壱
人

　

右
同
断
之
節
御
供
其
等
共
為
迎
蹴
上

　

ま
て
差
出
候
様

　

右
之
趣
京
都
表
ヘ

可
被
申
越
以
上

　
　
　

三
月
十
二
日 

　

25
ウ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
手
廻
り

之
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
三
人

　

右
之
者
存
為

願
御
供
被　

仰
付
候

　

御
手
当
と
し
て
金
壱
両
ツ
ヽ
被
下
候

　

雑
用
一
□

　
　

百
八
拾
文
置
雑
用
四
拾
八
文

　

割
馬
弐
拾
人
壱
疋
之
割
ニ

而
被
下
候
事

　
　

御
長
柄
持
御
大
床
机
持
等
被　

仰
付
候

一
此
度
於
京
都
御
旅
館
之
儀
松
平
隠
岐
守
様

　

御
屋
敷
被
成
御
借
用
候
右
ニ

付
御
供
の
面
々
も

　

御
長
屋
相
渡
候
ヘ
共
一
体
御
長
屋
数
も
少
キ

　

趣
ニ

付
合
宿
人
数
多
或
ハ
他
役
入
交

　

合
宿
又
ハ
町
宿
被　

仰
付
候
向
も
可
有
之
候

　

尤
御
借
用
御
長
屋
向
ハ
勿
論
町
宿
迚
も

　

榱
ニ

釘
等
打
疵
付
申
間
敷
候
末
ニ々

至
候

　

ま
て
兎
角
楽
書
等
い
た
し
候
事
ニ

付
厚 

　

26
オ

　

心
得
筋
可
申
付
候
且
又
火
之
元
之
儀
ハ

　

随
分
入
念
主
人
ニ々

至
迄
夜
中
折
々

　

勝
手
迄
見
廻
心
ヲ

付
候
様
下
人
江々

も

　

大
切
ニ

致
候
様
可
被
申
付
候

　
　
　

三
月
十
七
日

一
仕
出
方
よ
り
御
先
廻
ニ

而
京
都
差
立
之
分

　

紫
縮
緬
御
幕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
反

　

龍
紋
小
紋
御
幕　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
反

　

晒
御
幕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
拾
反

　

布
交
御
幕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
拾
反
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三
〇 

　

縞
襠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
拾
具

　

輪
貫
絹
羽
折　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
枚

　

御
長
柄　

鑓
印
共　
　
　
　
　
　
　
　

拾
本

　

黒
輪
貫

　

柿
法
被　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
五
拾
枚

　

白
輪
貫

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
三
拾
枚

　

同
人
足

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
五
枚 

　

26
ウ

　
　

手
鎖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
羽

　
　

早
縄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
筋

　
　

挟
箱

　
　

壱
通
入　
　
　
　
　

廿
五　
　
　

弐
通
同　
　

十

　
　

連
名　
　
　
　
　
　

十　
　
　
　

五
通
入　
　

弐

　
　

三
十
通
入　
　
　
　

弐　
　
　
　

五
拾
通
入　

弐

　
　

百
通
入　
　
　
　
　

弐　
　
　
　

差
札　
　
　

五
拾
枚　

　
　

観
世
紕　
　
　
　
　

壱
〆
め　
　

御
屏
風　
　

三
双

　
　

波
笠　
　
　
　
　
　

百
三
拾
蓋　

網
代
笠　
　

百
蓋

　
　

紺
単
看
板　
　
　
　

三
百
枚　
　

御
馬
印　
　

壱
本

　
　

御
貸
鑓　

鑓
印
共　

七
本　
　
　

細
引　
　
　

十
五
筋

　
　

小
口
細
引　
　
　
　

五
把　
　
　

青
封
縄　
　

五
十
把

　

○
炭
取　
　
　
　
　
　

壱
ツ　
　

○
御
水
漉　
　

壱
本

　

○
火
箸　
　
　
　
　
　

壱
せ
ん　

○
十
能　
　
　

一
ツ

　

○
懸
硯　
　
　
　
　
　

三
ツ　
　

○
薬
礪　
　
　

二
ツ

　
　
　
　
　

○
此
分
御
小
納
戸
分

　

揚
提
灯　
　
　

六　
　
　
　

白
提
灯　
　

一

　

朱
大
丸
提
灯　

六
張　
　
　

朱
小
丸
同　

三
張

　

藍
御
紋
付
同　

六
張　
　
　

青
漆
合
羽　

百
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
六
ツ
御
下
横
目
之
儀 

　

27
オ

　

貸
大
小　
　
　

十
腰　
　
　

赤
合
羽　
　

弐
百
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縹
赤
印

　

雑
巾　
　
　
　

五
拾
筋　
　

揚
提
灯　
　

四
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
廻
小
頭
隊

赤
馬
印

　

揚
提
灯　
　
　

壱
張　
　
　

箱
提
灯　
　

三
十
八

　
　
　
御

隊

　

○
木
綿
合
羽　
　

四
枚　
　

○
黒
桟
帯　
　

二
筋

　

○
小
紋
紋
付　
　

弐
枚　
　

○
同
羽
折　
　

弐
枚
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三
一 

　
　
　
　
　
　

○
此
分
御
草
り
取
増
之
分

　

硯
箱　
　
　

七
面　
　
　
　

高
張
提
灯　
　

十
張

　

弓
張
提
灯　

十
六
張　
　
　

風
呂
敷

　

格
子
帯　
　

百
五
十
筋　
　

小
田
原
提
灯　

十
二
張

　

御
台
子
壱
鋳

　
　

御
　

風
炉　

蓋
置　

御
柄
杓
建

　
　

御
水
さ
し
建
水

〆一
金
弐
分
也　
　

干
鯛　
　
　
　
　

服
部
伊
豆

　
　
　
　
　
　
　

一
枚
代

　

右
者
御
上
京
御
供
被　

仰
付
候
付
被
下
置
候 
　

27
ウ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
旗
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
富
好
七
右
衛
門

　

右
者
紙
細
工
手
伝
ニ

而
御
先
詰
被　

　

仰
付
尤
渡
り

物
ハ
御
足
軽
之
通
り

也

三
月
十
五
日

一
京
都
江

之
御
暇
被
為
蒙

　

仰
付
御
時
積
十
黄
金
百
枚
御
馬
壱
疋

　

御
拝
領
被
成
候
付
三
月
廿
三
日
よ
り
廿
四
日
江

　

向
御
家
中
之
面
々
御
歓
帳
付
候
事

一
今
度　

御
上
京
之
節
桑
名
表

　

御
発
駕
之
砌
御
供
揃
刻
限
よ
り
御
先
供

　

之
分
ハ
不
残
鐘
之
御
門
前
よ
り
北
手
江

二
重
ニ

　

相
立
可
申
事　

　
　

但
馬
駕
籠
共
為
引
付
置
可
申
事

一
御
跡
供
之
分
ハ
新
御
門
よ
り
懸
作
御
門
之
間
江

　

相
立
可
申
事

　
　

但
馬
駕
籠
等
之
儀
ハ
御
先
供
屯
場
ニ

続 

　

28
オ

　
　
　

弐
階
御
門
之
方
よ
り
稲
荷
御
門
元
御
勘
定
所

　
　
　

前
之
方
江

廻
し
置
御
先
供
之
分
繰
出

　
　
　

候
ハ
ヽ
引
続
鐘
之
御
門
前
江

相
詰
可
申
事

　

右
之
通
御
行
列
順
之
通
夫
々
立
場
江

供

　

連
行
儀
能
相
揃
可
申
尤
主
人
々
ハ

　

御
城
江

罷
出
居
御
行
列
奉
行
よ
り
通
達

　

有
之
候
ハ
ヽ
夫
々
立
場
江

相
廻
御
先
供
之
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三
二 

　

分
ハ
乗
馬
い
た
し
居
可
申
候
押
出
し

　

宜
時
分
御
行
列
奉
行
よ
り
猶
又
下
横
目

　

を
以
夫
江々

通
達
可
致
候
間
順
江々

押
行

　

可
申
候　

御
跡
供
之
分
ハ　

御
通
行
相
済

　

鐘
之
御
門
前
よ
り
乗
馬
い
た
し
押
行
可
申
事

一
騎
馬
御
供
之
分
桑
名
京

　

御
発
駕　

御
着
之
節
ハ
勿
論
其
外

　

御
道
中
御
城
下
〳
〵
御
置
御
泊
等
之
宿
々

　

可
致
乗
馬
事 

　

28
ウ

一
桑
名
福
江
町
木
戸
外
よ
り
騎
馬
供
之
面

　

々
ハ
乗
掛
或
ハ
駕
籠
等
相
用
御
行
列
略
シ

　

可
申
候
尤
先
道
具
等
ハ
猥
ニ

不
相
成
様
押
行

　

可
申
事

一
御
行
列
相
立
候
宿
ニ々

而
ハ
入
口
よ
り
手
前
江

追
々

　

片
脇
江

列
を
立
御
先
立
御
行
列
奉
行
よ
り

　

沙
汰
次
第
押
行
可
申
事

一
御
本
陣
押
寄
候
ハ
ヽ
御
先
供
之
分
ハ
御
本

　

陣
よ
り
先
キ
江

　

一
行
ニ

列
を
立
下
馬
い
た
し
相

　

固
居　

御
入
相
済
候
迄
行
儀
正
敷
備
居

　

可
申
候
尤
御
供
揃
相
触
候
ハ
ヽ
如
元
相
揃

　

乗
馬
い
た
し
居
可
申
候
押
出
し
宜
節
ハ

　

御
行
列
奉
行
よ
り
可
相
達
候
間
宿
外
レ

迄

　

押
行
可
申
事

一
御
泊
之
宿
ニ

而
ハ
御
旗
竿
等
并
御
鉄
炮
御
弓

　

御
長
柄
之
儀
此
度
ハ
夫
々
押
之
者
旅
宿
ニ

　

差
置
可
申
事 

　

29
オ

　
　

但
御
置
御
泊
之
宿
ニ々

而
ハ
騎
馬
之
分
者

　
　
　

若
党
草
り
取
鑓
挟
箱
等
斗
ニ

而

　
　
　

相
並
居
御
弓
御
鉄
炮
等
も
勿
論
相
列

　
　
　

扣
居
馬
駕
籠
等
順
ニ々

先
ヘ

遣
し
置

　
　
　

御
入
相
済
候
ハ
ヽ
最
寄
ニ
而
支
度

　
　
　

相
調
或
ハ
旅
宿
江

引
取
可
申
事

〆　

三
月
廿
五
日

一
京
都　

御
着
之
節
御
旅
館
御
玄
関

　

前
御
手
狭
ニ

付
御
先
供
之
分
御
旗
竿
始

　 71 　



 

三
三 

　

御
鉄
炮
御
弓
御
長
柄
迄
之
分
表
御
門
よ
り

　

繰
入
直
ニ

新
裏
御
門
外
江

繰
出
し
相
列

　

罷
在　

御
着
館
之
上
繰
入
可
申
候
尤

　

頭
々
ハ　

御
旅
館
内
見
斗
相
残
り

　

若
党
草
り
取
之
外
御
門
外
よ
り
裏
御
門
江

　

相
廻
シ

新
裏
御
門
江

繰
出
し
御
行
列

　

同
様
相
列
居
可
申
事 

　

29
ウ

一
御
先
箱
已
下
御
徒
士
迄　

御
旅
館
裏
ニ

而

　

北
之
方
御
長
屋
前
迄
繰
入
可
申
事

　

御
駕
籠
衆
之
分
ハ
御
白
洲
南
側
江

向
居

　

相
列
右
よ
り
御
跡
之
分
ハ
御
門
外
ニ

扣
居

　

御
着
館
之
上
御
牽
馬
迄
ハ
表
御
門
よ
り

　

繰
入
其
余
ハ
裏
御
門
よ
り
繰
入
可
申
事

　
　

但
御
武
器
類
ハ
夫
々
押
之
者
等
差
配
い
た
し

　
　
　

混
雑
無
之
様
右
押
之
者
手
元
ヘ

為
相
納

　
　
　

夫
よ
り
御
旅
館
江

為
相
納
可
申
事
尤
御

　
　
　

武
具
手
代
ニ

而
受
取
候
間
渡
方
無
乱
様
可

　
　
　

申
付
置
事

一
進
献
御
長
持
ハ
表　

御
玄
関
よ
り
手
廻
ニ

　

繰
上
可
申
候
尤
才
判
御
留
守
居
付
添
置

　

場
迄
罷
越
御
馬
廻
江

相
渡
候
上
引
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
申
事

一
御
跡
供
之
分
も
御
門
前
迄
列
を
正
し
く 

　

30
オ

　

罷
越
夫
よ
り
裏
御
門
ヘ

相
廻
可
申
事

一
御
着
後
都
而
新
裏
御
門
よ
り
旅
宿
〳
江〵

　

引
取
可
申
候
尤
右
御
門
通
り
江

　

宿
之
者

　

差
出
案
内
為
致
候
間
左
様
相
心
得

　

末
々
迄
混
雑
不
致
様
可
被
申
付
候

　

右
之
通
相
定
候
得
共
先
方
都
合
ニ

拠

　

猶
依
其
時
宜
御
行
列
奉
行
よ
り
可
相
達

　

義
も
可
有
之
候
兼
而
左
様
相
心
得
可
被
申
事

　

御
京
着
御
行
列
御
供
之
分
一
統
追
々

　

御
屋
敷
江

入
裏
口
東
洞
院
通
り

御
射

　

山
町
江

出
銘
々
下
宿
江

着
候
様
宿
主
共

　

右
御
射
山
町
ヘ

差
出
置
案
内
為
致
候
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三
四 

依
而　

何
之
何
某
宿

何
通
何
町

　

何
屋

　
　
　

何
某

 

　

30
ウ

　

右
之
通
為
相
認
大
津
御
宿
迄
遣
候
間

　

銘
々
相
心
得
候
様
御
行
列
外
之
面
々
并

　

御
跡
よ
り
被
出
着
之
駄
荷
駕
籠
等
三
条
通

　

よ
り
直
ニ

右
名
前
之
宿
々
参
着
候
様
右
場
所
江

　

着
到
之
者
差
出
置
候
間
宿
々
承
合

　

候
様
右
ニ

付
別
段
宿
引
之
者
不
差
出
候
事

〆
　
　
　

三
月
廿
三
日

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
伊
豆

　

先
供
三
人　
　
　
　

中
小
姓　

四
人

　

鑓　
　
　
　
　
　
　

挟
箱

　

草
り
取　
　
　
　
　

長
柄
傘

　

押　
　
　

壱
人　
　

陸
尺　

四
人

　

合
羽
籠　

弐
荷

　

右
之
通
旅
宿
ニ

差
置

　

御
旅
館
出
入
等
ニ

召
連
候
事 

　

31
オ

一
此
度
京
都
表
御
用
被
為
蒙

　

仰
近
　々

御
上
京
被
為
成
候
付
而
者

　

格
別
之
御
用
向
ニ

付
右
被
為
済
候
迄
ハ

　

御
家
中
火
之
元
等
別
而
入
念
且
遠
出

　

等
い
た
し
候
共
猶
更
相
慎
万
端
心
得

　

違
無
之
様
可
被
致
候

　
　
　
　

四
月
三
日

　

江
戸
よ
り
桑
名
迄
御
廻
状

　
　
　

覚

一
人
足　
　
　
　

弐
百
四
拾
人
程

一
馬　
　
　
　
　

四
拾
疋
程

　

右
者
桑
名
侍
従
殿
就

　

御
用
段
後
廿
六
日
江
戸
発
駕
被
致
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三
五 

　

上
京
候
間
書
面
之
人
馬
寄
置
可 

　

31
ウ

　

被
申
候
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
名

　
　
　

三
月
廿
四
日　
　
　

石
井
軍
助

　
　
　
　

品
川
よ
り　

右
宿
々
川
口
屋
中

　
　
　
　

宮
迄

　
　

桑
名
よ
り
京
都
迄

一
人
足　
　
　
　
　

弐
百
八
拾
人
程

一
馬　
　
　
　
　
　

六
拾
五
疋
程

　

右
者
桑
名
侍
従
殿
就

　

御
用
段
十
四
日
桑
名
発
駕
被
致

　

上
京
候
已
下
同
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
名

　
　
　

四
月
十
三
日　
　
　

林
権
三
左
衛
門

　
　
　
　

四
日
市
よ
り　

同
断

　
　
　
　

大
津
迄 

　

32
オ

御
休
泊
左
之
通

三
月
廿
六
日
江
戸
御
発
駕

　

川
崎　
　

御
置　
　
　

戸
塚　
　

御
泊

　

大
磯　
　

御
置　
　
　

小
田
原　

御
泊

　

箱
根　
　

御
置　
　
　

沼
津　
　

御
泊

　

吉
原　
　

御
置　
　
　

興
津　
　

御
泊

　

府
中　
　

御
置　
　
　

藤
枝　
　

御
泊

　

金
谷　
　

御
置　
　
　

袋
井　
　

御
泊

　

浜
松　
　

御
置　
　
　

白
須
賀　

御
泊

　

赤
坂　
　

御
置　
　
　

岡
崎　
　

御
泊

　

池
鯉
鮒　

御
置　
　
　

宮
御
泊　

御
泊

　
　
　

御
着
城

　

四
日
市　

御
泊　
　
　

亀
山　
　

御
置　
　
　

　

坂
ノ
下　

御
泊　
　
　

水
口　
　

御
置

　

石
部　
　

御
泊　
　
　

草
津　
　

御
置

　

大
津　
　

御
泊　
　
　

京
都
御
着

　
　
　

御
帰
府
同

　
　
　
　
　
　
　
草
津
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三
六 

　
　
　
　
　
　

泊
御
休　

水
口

　

大
津　
　

御
置　
　
　

石
部　
　

御
泊

　

大
津　
　

御
置　
　
　

石
部　
　

御
泊 

　

32
ウ

　

土
山　
　

御
置　
　
　

関　
　
　

御
泊

　

石
薬
師　

御
置　
　
　

四
日
市　

御
泊

　
　
　

御
入
城
御
一
宿

　

宮　
　
　

御
泊

　
　
　

岡
崎　
　

御
泊

池
鯉
鮒　

御
置

　

白
須
賀　

御
泊　
　
　

赤
坂　
　

御
置

　

袋
井　
　

御
泊

浜
松　
　

御
置

　
　
　
同
御
泊　
　
　
　

大
井
川
出
水
ニ
付

藤
枝　
　

御
泊　
　
　

金
谷　
　

御
置

　

興
津　
　

御
泊　
　
　

吉
原　
　

御
置

　

沼
津　
　

御
泊　
　
　

箱
根　
　

御
置

　

小
田
原　

御
泊　
　
　

大
磯　
　

御
置

　

藤
沢　
　

御
泊　
　
　

神
奈
川　

御
置

　

品
川　
　

御
泊　

　
　
　

御
着
府

　

以
上

〆四
月
九
日
八
ツ
時
よ
り
舞
台
格
御
帳
出
ル

一
太
守
様
為　

御
上
京
去
月
廿
六
日
御
発
駕

　

被
為
成
候
旨
申
来
候
付
猶　

御
城
御
家
中
之
面
々

　

舞
台
格
迄
御
歓
帳
付
候
事 

　

33
オ

　

猶
以
京
都
よ
り
家
元
ヘ

御
着
城
候
節
も
同
様
有
之
候
以
上

一
此
度
為　

御
上
京　

御
着
之
上

　

御
目
見
之
儀
平　

御
着
城
之
節

　

之
通
有
之
候
間
左
様
可
被
相
心
得
候
以
上

　
　
　

四
月
五
日　
　
御
宮
奉
行
よ
り 

三
輪
種
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
御
目
付
迄

一
都
而
御
通
客
等
有
之
節
見
物
等
ニ

　

罷
出
候
義
ハ
不
相
成
候
事
ニ

有
之
候
ヘ
共

　

此
度　

御
上
京　

御
発
駕　

御
着
共

　

御
行
列
致
拝
見
度
候
ハ
ヽ
御
家
中
之

　

面
々
末
々
迄
勝
手
次
第
之
事
ニ

候
拝
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三
七 

　

見
心
得
之
儀
者
十
才
已
上
之
男
子
ハ

　

御
通
行
之
節
下
江

お
り
御
時
宜
可
致
候

　

婦
人
并
十
才
已
下
男
子
之
儀
ハ
先
年

　

御
入
部
御
着
拝
見
之
節
通
相
心
得

　

可
申
候
右
ニ

付
而
ハ
銘
々
宅
留
守
多
可 

　

33
ウ

　

有
之
候
間
火
之
元
別
而
入
念
候
様

一
此
度　

御
上
京
之
節
御
送
迎
於
場

　

所
之
儀
江
戸
よ
り
御
着
并
為　

御
帰
府

　

御
発
駕
之
節
ハ
平　

御
帰
城

　

御
参
勤
之
節
之
通
有
之
候
且
又
京

　

都
江　

御
発
駕
并　

御
着
之
節
も

　

別
紙
御
役
々
之
外
ハ
平
御
送
迎
之
通
ニ

　

有
之
候

　
　

四
月
四
日

　

追
而
右
御
送
迎
四
度
共
麻
上
下
着
致

　

候
様
其
外
心
得
方
之
儀
ハ
都
而
平
御
送

　

迎
之
通
相
心
得
候
様

　
　

京
都
江　

御
発
駕
之
節
御
見
送

　
　
　

御
旅
奉
行　
　
　
　
　
　
　
　

御
鉄
炮
頭

　
　
　

御
物
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
長
柄
奉
行

　
　
　

御
使
番　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
格

　

右
者
鐘
之
御
門
外
南
御
堀
端
通
り
江

　

罷
出
候
様 

　

34
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
書
院
番

　

右
江

引
続
罷
出
候
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舞
台
格

　

右
者
南
大
手
御
門
外
御
堀
端
北
之
方
ヘ

罷

　

出
候
様

　
　
　

但
御
船
方
御
役
人
御
目
見
已
上
之
者
并
警

　
　
　
　

固
屋
番
も
此
処
ヘ

罷
出
可
様申

事

一
京
都
よ
り
御
着
之
節
御
出
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舞
台
格

　

右
者
南
大
手
御
門
外
御
堀
端
北
之
方
ヘ

　

罷
出
候
様

　
　

但
大
筒
同
役
頭
取
川
口
番
当
分
寄
合
番

　
　
　

御
船
方
御
役
人
御
目
見
已
上
之
分
并

　
　
　

警
固
屋
番
も
此
処
ヘ

罷
出
可
申
事
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三
八 

　

右
之
通
文
政
之
度

　

御
上
京
之
節
通
有
之
候
事 

　

34
ウ

一
此
分
始
而
之
義
ニ

付
此
度

　

伺
之
上
此
処
ヘ

罷
出
ル　

　
　
　
　
　

郷
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
格

　

右
者
京
町
御
門
外
西
側
江

罷
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
内
用
達

　

右
者
羽
津
村
御
領
分
堀
東
側
ヘ

罷
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
官
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
手
代

　

右
者
同
所
西
側
江

罷
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
目
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
役
人

　

右
者
福
江
町
木
戸
外
西
側
江

罷
出

〆

一
御
上
京
ニ

付
御
足
軽
御
人
支
ニ

付
三
拾
人

　

御
雇
被　

仰
付
候
事

　
　

四
月
五
日

一
同
断
ニ

付
猶
又
弐
拾
四
人
御
雇
被　

仰
付
候
事

　
　

四
月
九
日 

　

35
オ

　
　
　
　

御
供
方
心
得
届
案
申
達
書

一
此
度　

御
上
京
御
供
之
面
々
御
貸
人

　

手
人
共
全
召
連
候
分
来
ル

廿
四
日
迄
ニ

　

左
之
通
相
認
御
勘
定
所
ヘ

差
出
可
申
候
事

　
　

但
舞
台
格
已
下
御
供
被　

仰
付
候
者

　
　
　

雨
具
持
等
取
人
致
候
分
ハ
是
又
支

　
　
　

配
頭
江々

書
付
差
出
頭
ニ々

而
取
集

　
　
　

御
勘
定
所
江

差
出
可
申
事

　
　
　
　

　
　
　
　
　

覚

一
若
党　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
人

　
　
　

内

　
　
　

手
人　
　
　
　
　
　
　
　

何
人
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三
九 

　
　
　

手
組　
　
　
　
　
　
　
　

何
人

　
　
　

御
用
使　
　
　
　
　
　
　

何
人

一
中
間　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
人

　
　
　

此
訳

　
　
　

具
足
櫃
持　
　
　
　
　
　

壱
人

　
　
　

竪
弓
持　
　
　
　
　
　
　

壱
人

　
　
　
　

但
帯
刀 

　

35
ウ

鑓
持　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人

添
鑓
持　
　
　
　
　
　
　

壱
人

挟
箱
持　
　
　
　
　
　
　

壱
人

長
柄
傘
持　
　
　
　
　
　

壱
人

草
り
取　
　
　
　
　
　
　

壱
人

合
羽
籠
持　
　
　
　
　
　

壱
人

竹
馬
持　
　
　
　
　
　
　

何
人

　
　
　
　

但
鑓
人
足

　

〆
何
人
之
内

　
　
　
　

手
人
何
人

　

右
之
通
桑
名
よ
り
京
都
迄
往
返
召
連

　

申
候
以
上

　
　
　

月
日

　
　
　
　

但
手
人
之
分

　
　
　
　
　

鑓
人
足
之
分

　
　
　
　
　
　

右
者
雇
書
ニ

認
可
申
事

一
此
度
御
道
中
人
馬
遣
ひ
方
之
儀
前
以

公
辺
江

御
伺
有
之
事
ニ

付
銘
々
成
丈

勘
弁
い
た
し
実
々
入
用
之
人
馬
桑
名
よ
り 

　

36
オ

京
都
迄
何
人
何
疋
ト

申
義
書
付
ニ

い
た
し
来
廿
二
日
迄
ニ

御
勘
定
所
ヘ

差
出
し

可
被
申
候
尤
御
用
ニ

而
遣
ひ
候
分
ハ
夫
々
取

扱
候
向
よ
り
同
様
書
付
指
出
可
申
事

一
御
道
中
御
供
方
末
々
迄
宿
々
人
馬
賃
銭

御
金
仕
拂
方
ニ

而
取
斗
候
右
ニ

付
桑
名
よ
り

京
都
迄
人
馬
員
数
諸
荷
物
類
と
も

委
細
雛
形
之
通
取
調
来
廿
二
日
迄
ニ

御
勘
定
所
ヘ

相
届
候
様
尤
右
員
数
之
儀
ハ

宿
々
川
口
屋
江

前
以
相
達
置
候
間
相
届
候
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四
〇 

後
増
減
有
之
間
敷
候

右
之
通
人
馬
賃
銭
仕
払
方
ニ

而
取
斗

候
儀
ニ

付
被
下
人
馬
よ
り
遣
ひ
方
過
不
及

有
之
候
共
前
以
被
下
人
馬
賃
銭
ハ
都
而

相
渡
不
申
併
手
形
之
義
ハ
是
迄
之
通
り

差
出
候
様
右
候
ハ
ヽ
追
而
□
当
為
致
被
下 

　

36
ウ

人
馬
ニ

而
引
取
過
有
之
分
ハ
相
戻
シ

不
足

之
分
ハ
持
出
上
納
有
之
様
為
相
触
候
右

相
触
候
日
よ
り
五
日
之
内
上
納
可
致
事

　
　

但
人
馬
賃
銭
自
分
払
ニ
致
度
分
ハ
其
旨
御
勘

　
　
　

定
所
ヘ

相
届
可
申
左
候
ヘ
ハ
賃
銭
並
之
返

　
　
　

相
渡
可
申
尤
自
分
払
い
た
し
度
候
共
人
馬

　
　
　

等
員
数
之
儀
ハ
同
様
相
届
可
申
事

一
右
宿
々
人
馬
継
立
方
仕
方
ハ
鑑
札
ヲ

以

取
斗
警
ひ
ハ
何
之
何
某
壱
番
何
之
誰

弐
番
と

夫
々
番
付
相
定サ

ダ
メ

右
壱
番
何
之

何
某
入
用
人
足
五
人
本
馬
弐
疋
軽
尻

壱
疋
継
立
候
得
者

馬札裏
人
足

札裏

壱
番

　

本
馬
壱
疋

弐
番

　

本
馬
壱
疋

三
番

　

軽
尻
壱
疋

引
戸
駕
籠
七

　

人
足
何
人

具
足　

壱
荷

　

人
足
何
人

但
何
疋
ニ

而
壱
疋

　

毎
ニ

番
付
致

　

候
事

但
人
足
何
人
有
之

　

候
共
如
此
認
候
事

馬札表 人足札表
　
　

桑
名

　
　
　

何
―

　

桑
名

　
　
　

何
之
何

㊞ ㊞

 

　

37
オ

右
之
通
番
付
之
鑑
札
出
来
銘
々
相
渡

候
間
右
を
以
継
立
可
申
尤
問
屋
江

ハ
右
銘
々

鑑
札
之
通
帳
面
ニ

相
認
前
以
渡
置
候
依
而

当
日
継
立
候
節
ハ
銘
々
取
持
之
鑑
札

川
口
屋
ヘ

為
見
候
得
共
右
問
屋
帳
面
と

引
合

継
立
致
候
事

　
　

但
何
番
之
何
人
何
疋
之
内
若
遅
速
有
之

　
　
　

候
分
ハ
問
屋
ニ

而
右
帳
面
之
上
何
之
誰
分

　 63 　



 

四
一 

　
　
　

何
人
何
疋
之
内
継
立
済
候
合
点
致
置

　
　
　

候
事
以
番
付
之
人
馬
前
後
致
候
□

　
　
　

又
ハ
何
人
何
疋
之
内
若
遅
速
有
之
分

　
　
　

ニ

而
も
継
立
方
差
支
ひ
は
無
之
候
尤

　
　
　

鑑
札
持
参
候
者
ハ
人
馬
よ
り
後
レ

不
申

　
　
　

問
屋
江

罷
越
持
参
之
鑑
札
引
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
申
事

一
鑑
札
之
儀
者
来
月
朔
日
よ
り
三
日
之
内

　

御
勘
定
所
よ
り
可
相
渡
候 

　

37
ウ

一
駄
荷
之
儀
ハ
銘
々
相
渡
候
鑑
札
之
通

　

何
疋
ニ

而
も
壱
駄
毎
番
付
相
記
候
様

一
鑑
札
之
儀
万
一
紛
失
等
も
有
之
候
ハ
ヽ

　

仕
払
方
御
勘
定
人
ニ
申
続
受
取
着
之
上

　

其
旨
相
届
可
申
事

　
　

宿
々
継
人
馬
届
書
出
案
文

　
　
　
　

覚

　

一
引
戸
駕
籠　
　
　
　
　
　
　

壱

　
　
　

人
足
何
人

　

一
垂
駕
籠　
　
　
　
　
　
　
　

壱

　
　
　

人
足
何
人

　

一
具
足　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
荷

　
　
　

人
足
何
人

　

一
長
持　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
棹

　
　
　

人
足
何
人

　

一
両
掛　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
荷

　
　
　

人
足
何
人 

　

38
オ

　

一
乗
掛　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
疋

　
　
　

但
本
馬
軽
尻
之
訳

　

一
駄
荷　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
疋

　
　
　

但
右
同
断

　

〆
何
人

　
　

何
疋

　
　
　

但
右
之
外
ニ

も
為
持
候
品
ハ
勿
論
調
出
候
様
尤

　
　
　

ケ
条
之
内
持
人
通
し
人
足
之
分
ハ
訳

　
　
　

廉
々
認
可
申
事

一
舞
台
格
已
下
銘
々
人
馬
并
雨
具
持
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四
二 

　

或
ハ
乗
下
又
ハ
荷
物
何
箇
と

申
訳
ハ

　

支
配
頭
ニ

而
取
集
差
出
可
申
候
勿
論

　

誰
と々

持
合
雨
具
持
之
趣
も

書
出
可
申
事

　
　

但
組
体
之
分
ハ
御
普
請
方
ニ

而
調
可
申
事

一
諸
御
役
々
御
供
付
御
用
荷
物
の
箇
数

　

之
儀
并
小
使
人
数
之
事
夫
々
よ
り
認
出
可
申
事

　
　

但
通
し
人
足
之
分
ハ
認
不
申
事 

　

38
ウ

一
継
人
馬
荷
物
之
儀
ハ
草
津
駅
ニ

而
往

返
共
貫
目
改
有
之
付
改
受
可
相
賄
候

尤
荷
物
小
付
等
ニ

至
迄
壱
渋
キ

綻
□

貫
目
相
改
差
札
付
壱
駄
四
十
貫
目

乗
下
小
付
共
合
或
廿
三
四
貫
目
ま
て

右
之
余
少
し
も
過
貫
目
無
之
様
可
被

致
候
尤
荷
覆
等
も

貫
目
之
内
ニ

可
心
得
候

一
桑
名
御
逗
留
中
江
戸
よ
り
立
帰
之
分
ハ

御
長
屋
義
無
之
ニ

付
町
宿
被　

仰
付

御
賄
被
成
下
候
且
又
親
類
等
ヘ

致
逗
留

度
向
者
勝
手
次
第
ニ

候
桑
名
よ
り
立
帰

勤
番
之
向
ハ
銘
々
宅
江

引
取
候
様

依
而
上
下
無
差
別
雑
用
壱
分
二
朱
ツ
ヽ

相
渡
候
右
ニ

付
同
居
致
候
者
ハ
於
門
戸
表 

　

39
オ

御
勘
定
賄
方
江

相
届
可
申
事

一
此
度
ハ
御
用
ニ

而
御
往
来
之
儀
ニ

付

人
馬
継
立
方
御
定
ハ
無
之
候
得
共

公
辺
江

御
届
有
之
候
間
桑
名
出
立

之
節
付
出
候
人
馬
之
外
道
中
ニ

而
人
馬

取
候
儀
不
相
成
候
併
御
用
又
ハ
病
気

等
ニ

而
歩
行
難
相
成
不
得
止
人
馬
入
用

之
節
ハ
川
口
屋
詰
御
下
横
目
江

相
断
候
ハ
ヽ

訳
柄
ニ

寄
可
申
付
候
尤
鑑
札
外
之
趣

問
屋
江

断
混
シ

不
申
候
様
勿
論
定

賃
銭
ハ
自
分
払
ニ

可
致
右
之
趣

定
而
御
横
目
江

相
届
可
申
事

　
　

但
舞
台
格
已
下
末
々
迄
右
ニ

准
シ

候
事

一
御
道
中
御
供
泊
旅
罷
之
儀
上
中
下 

　

39
ウ

三
段
ニ

都
而
種
々
相
賄
候
様
宿
々
之
者
江
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四
三 

申
達
旅
籠
代
相
賄
罷
越
候
様
尤
旅

籠
屋
ニ

而
心
得
違
宜
賄
候
而
も
別
段

不
及
被
云
訳
候
旨
も
申
達
置
候
様
宿

割
ニ

罷
越
候
者
江

申
付
遣
候
付
廉

末
ニ

賄
候
而
も
宿
屋
江

申
分
不
致
候
様

一
御
往
返
と
も
桑
名

御
着
城
之
節
御
供
之
分
南
大
手
御
門
内

よ
り
自
分
〳
〵
宅
江

引
取
候
様
尤
大
手
御
門

外
ニ

而
致
下
馬
馬
共
内
江

入
候
様

一
下
馬
ハ
鐘
之
御
門
外
ニ

付
持
鑓
右
場
所

迄
不
苦
候
下
乗
ハ
太
鼓
御
門
外
ニ

付
右

場
所
内
ハ
菅
笠
不
相
成
候
尤
右
場
所

〳
江〵

御
下
横
目
差
出
為
致
世
話
候

且
大
手
御
門
内
ハ
御
先
払
御
下
横
目
小
頭 

　

40
オ

相
勤
候
筈
ニ

有
之
候

一
於
御
旅
中
御
茶
壷
江

御
行
逢
之
節
ハ

御
用
ニ

而
御
旅
行
之
儀
ニ

付
道
幅
半
分
ツ
ヽ

御
譲
合
御
通
行
被
成
候
御
行
列
御
供
之
分

下
乗
ニ

不
及
下
馬
い
た
し
可
申
御
行
列

之
外
ハ
同
断
ニ

候
得
共
片
寄

御
茶
壷
通
り
過
後
通
行
致
可
申

且
宿
駕
籠
等
ニ

乗
候
分
ハ
下
り
可
申

御
三
家
様
方
御
茶
壷
も

同
様
ニ

有
之
候
事

一
御
進
献
并
御
奉
文
付
之
分

御
茶
壷
ニ

行
逢
候
節
是
又
下
乗
ニ

不
及
下
馬
い
た
し
可
申
尤
先
方
ニ

而
も

御
進
献
御
奉
文
江

同
様
ニ

有
之
候
間

先
方
同
様
ニ

相
心
得
可
申
事

一
公
儀
御
道
具
御
行
逢
之
節
ハ
惣
而 

　

40
ウ

扣
候
ニ

不
及
先
方
同
様
ニ

心
得
可
申
事

右
之
外
兼
而
相
達
候
通
相
心
得
可
申
事

尤　

御
名
代
御
使
等
ハ
御
行
逢
之
先
様

よ
り
御
礼
節セ

ツ

之
儀
ハ
可
有
之
儀
ニ

付
平
日

御
旅
行
と
捨
別
相
違
も
無
之
事
ニ

心
得

可
申
事

一
御
京
着
御
当
日
よ
り
御
逗
留
中
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四
四 

　

御
旅
館
詰
表
向
之
分
熨
斗
目
麻

　

上
下
着
用
候
様
舞
台
格
已
下
者

　

麻
上
下
着
用
候
様

　
　

但
御
勝
手
詰
之
面
々
ハ
平
服
之
事
勿
論

　
　
　

御
書
院
格
ハ
継
肩
衣
着
用
可
致
事

一
御
京
着
之
節
御
先
詰
之
面
々
舞
台
格

　

御
用
無
之
者
ハ
御
白
州
江　

御
出
迎
致
候
様

　

尤
御
書
院
格
ハ
御
玄
関
右
之
方
舞
台
格
ハ 

　

41
オ

　

左
之
方
江

罷
出
可
申
事

一
御
京
着
ニ

付
御
供
之
面
々
舞
台
格
迄

　

御
歓
帳
御
帳
所
江

差
出
候
間
行
掛
り

　

御
帳
ニ

付
可
申
事

　
　

但
右
御
歓
帳
ハ
両
日
之
内
勝
手
次
第

　
　
　

罷
出
可
申
事

一
初
而　

御
参　

内
之
節
三
度
目

　

御
参　

内
之
節
右
被
為
済
候
節
々
御
家

　

中
之
面
々
舞
台
格
迄
御
歓
帳

　

御
帳
所
ニ

而
行
掛
り

御
帳
付
可
申
事

一
御
在
京
中
式
日
御
帳
御
家
中
之
面
々

　

斗
行
掛
御
帳
ニ

付
可
申
事

一
端
午
迄
御
在
京
ニ

候
ハ
ヽ
御
礼
帳

　

御
家
中
之
面
々
舞
台
格
迄
是
又

　

行
掛
御
帳
ニ

付
可
申
事 

　

41
ウ

一
具
足
櫃
覆
銀
致
之
儀
全
致
同
趣

　

品
物
ニ

も
候
ヘ
ハ
已
後
不
相
成
候
事

〆一
御
上
京
御
使
札　

飛
脚
人
数
調

　
　
　
　

御
飛
札　

一
御
上
京
之
節
飛
脚
御
足
軽
一
日

　

十
九
里
宛
之
割

一
箱
根
山
越
御
止
宿
よ
り　
　
　
江
戸
江

斗
小
早
町
便

一
大
井
川
御
渡
渉
御
止
宿
よ
り　
同
断

一
六
日
目
御
止
宿
よ
り
御
使
札　
江
戸
江

飛
脚
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
便
者
都
而
江
戸
江

仕
立

一
御
半
途
駅
御
止
宿
よ
り
御
飛
札　
江
戸
ヘ

弐
人

　
　
　

但
御
所
司
代
様
江

も
同
断　
京
都
ヘ

弐
人
桑
名
も

兼
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四
五 

一
御
旅
中
水
増
二
日
余
之
御
逗
留
ニ

候
ハ
ヽ
御
飛
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
ヘ

斗
弐
人

一
右
川
段
御
発
駕
ニ

付
御
飛
札

　
　

但
御
所
司
代
様
江

も
同
断　
江
戸
ヘ

弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
へ

弐
人
桑
名
も

兼 

　

42
オ

一
御
旅
中
御
尋
之
御
奉
書
御
礼

　

御
使
札

　
　

但
御
所
司
代
様
江

も　
江
戸
ヘ

弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
ヘ

弐
人
桑
名
も

兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
迄
江
戸
御
供
付

一
桑
名
御
着
城
ニ

付
御
飛
札　
五
日
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
江

弐
人

一
同
御
発
駕
ニ

付
水
野
越
前
守
様
江

斗

　

御
飛
札

　
　
　
　
江
戸
江

弐
人

　
　
　
　
京
都
ヘ

弐
人　
　

一
日
半
振

一
御
京
着
ニ

付
御
飛
札

　
　
　
　
　
江
戸
江

弐
人
六
日
振
桑
名
ヘ

も
兼

一
初
而
御
参　

内
済
ニ

付
御
使
札

　
　
　
　
　
　
江
戸
ヘ

弐
人
右
同
断

一
御
暇
并
御
推
任
ニ

付
御
使
札

　
　
　
　
　
　
右
同
断

一
京
都
御
発
駕
御
止
宿
よ
り
御
飛
札

　
　
　
　
　
　
右
同
断 

　

42
ウ

一
桑
名
御
城
御
止
宿
よ
り
御
飛
札

　
　
　
江
戸
ヘ

弐
人　

此
飛
脚
見
合
置
翌
朝

　
　
　
　
　
　
　
　

出
立
兼
合

一
桑
名
御
発
駕
ニ

付
水
野
越
前
守
様
ヘ

斗

　

御
飛
札

　
　
　
同
断
前
日
飛
脚
ニ

而
兼
合

一
御
半
途
駅
御
止
宿
よ
り
御
飛
札

　
　
　
江
戸
ヘ

弐
人

一
大
井
川
御
渡
渉
御
止
宿
よ
り

　
　
　
江
戸
桑
名
小
品
町
便

一
舞
楽
御
拝
見
酒
饌
御
頂
戴

　

御
鳳
輦
御
拝
見
有
之
候
ハ
ヽ
御
飛
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四
六 

　

札

　
　
但
右
三
ケ
条
別
ニ々

御
拝
見
ニ

候
ハ
ヽ
其
度
毎

　
　
　
　

御
飛
札
飛
脚
弐
人
ツ
ヽ

〆
　
　
　

桑
名
よ
り
江
戸
迄
飛
脚
賃

一
六
貫
七
百
七
拾
弐
文　
　
　

三
日
振

一
五
貫
三
拾
八
文　
　
　
　
　

四
日
振 

　

43
オ

一
四
貫
三
百
弐
拾
三
文　
　
　

五
日
振

一
三
貫
六
百
八
文　
　
　
　
　

六
日
振

　
　

戻
之
分

一
六
貫
百
五
拾
八
文　
　
　
　

三
日

一
四
貫
四
百
弐
拾
四
文　
　
　

四
日

一
三
貫
五
百
五
拾
六
文　
　
　

五
日

一
弐
貫
六
百
八
拾
八
文　
　
　

六
日

一
壱
貫
百
九
拾
四
文　
　
　
　

只
戻
り

　
　
　

桑
名
よ
り
京
都
迄　
　

但
三
拾
里

一
壱
貫
百
五
拾
文　
　
　
　
　

二
日
振

一
八
百
五
拾
七
文　
　
　
　
　

同
戻
り

一
壱
貫
六
百
八
文　
　
　
　
　

一
日
半
振

一
壱
貫
四
百
五
拾
弐
文　
　
　

同
戻
り

一
弐
貫
百
六
拾
文　
　
　
　
　

一
日
振

一
壱
貫
九
百
六
拾
三
文　
　
　

同
戻
り

一
三
百
七
拾
九
文　
　
　
　
　

只
戻
り

〆 

　

43
ウ
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